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新
年
賀
詞

　

志
布
志
市
が
誕
生
し
て
早
く
も
3
年
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
様
々
な
地
域
課
題
が

一
つ
ひ
と
つ
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
20
年
に
一
番
印
象
的
だ
っ
た
漢
字

は
「
変
」
と
い
う
字
が
選
ば
れ
た
と
い
う

報
道
が
昨
年
末
に
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
は
今
年
１
月
新
し
く
就
任
す
る
大
統
領

に「
チ
ェ
ン
ジ
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
掲
げ
た
オ
バ
マ
氏
を
選
び
、
こ
れ
か

ら
の
変
化
を
大
い
に
期
待
さ
せ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
オ
バ
マ
氏
が
大
統
領
選
挙

勝
利
演
説
会
で
述
べ
た
演
説
内
容
が
印
象
的

で
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
が
求
め
て
い
た
変
化
は
、
た

だ
こ
の
勝
利
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
勝
利
は
た
だ
求
め
て
い
た
変
化
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た

に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
以
前
と
同

じ
よ
う
な
や
り
方
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
変
化
の
実
現
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。

そ
し
て
皆
さ
ん
な
し
で
は
変
化
は
実
現
し

ま
せ
ん
。
社
会
に
奉
仕
す
る
と
い
う
新
し

い
意
欲
が
無
く
て
は
、
自
分
を
捧
げ
る
と

い
う
新
し
い
精
神
が
無
く
て
は
変
化
は
実

現
し
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
は
今
新
し
い
愛
国
心
を
呼
び
覚
ま
し
ま

し
ょ
う
。
新
し
い
責
任
感
を
呼
び
覚
ま
し

ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と

参
加
し
て
、
も
っ
と
一
生
懸
命
努
力
し
て
、

自
分
だ
け
の
面
倒
を
見
る
の
で
な
く
、
お
互

い
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
世

界
と
ア
メ
リ
カ
の
変
化
を
予
測
さ
せ
る
オ

バ
マ
氏
の
素
晴
ら
し
い
演
説
で
し
た
。

　

さ
て
、
志
布
志
市
で
は
昨
年
ど
ん
な
変

化
が
あ
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

2
月
に
は
都
城
志
布
志
道
路
の
松
山
～
有

明
北
間
、
約
4
㌔
の
開
通
式
が
行
わ
れ
、

こ
の
道
路
全
長
40
㌔
の
内
8
㌔
が
通
行
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
5
月
に
は
有
明
町
蓬

原
に
あ
る
普
現
堂
湧
水
群
が
、「
平
成
の

名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
8
月
に

は
子
供
た
ち
の
食
育
の
拠
点
と
な
る
「
志

布
志
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」が
完
成
し
、

衛
生
的
、
効
率
的
な
環
境
の
も
と
で
、
安

全
・
安
心
な
３
０
０
０
食
の
給
食
を
配
食

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
に
は

国
営
曽
於
南
部
農
業
水
利
事
業
通
水
式
が

鹿
児
島
県
知
事
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
し
て
有
明
町
野
神
で
行
わ
れ
、

４
０
０
０
㌶
の
畑
地
灌
漑
事
業
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。
先
行
し
て
い
る
東
部

地
区
と
あ
わ
せ
ま
す
と
９
０
０
０
㌶
を
超

え
る
畑
で
水
を
活
用
し
た
農
業
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
こ
の
地
域
の
農
業
が
大
き
く

飛
躍
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
８
鹿

児
島
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
元
気
な
高
齢
者

３
０
０
人
を
始
め
と
す
る
、
1
３
０
０
人

の
方
々
を
お
迎
え
し
て
賑
や
か
に
開
催
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
元
気
な
高
齢
者

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
改
め
て
決

意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
も
目
覚
ま

し
い
一
年
で
し
た
。
市
内
の
中
学
生
が
水

泳
や
走
り
高
跳
び
で
全
国
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
4
年
後
の

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
と

し
て
出
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん

な
で
応
援
し
な
が
ら
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
ま
つ
や
ま
キ
ッ
ズ

合
唱
団
」
17
人
が
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー

ル
に
、
国
際
青
少
年
音
楽
祭
事
業
で
招
か

れ
、
わ
が
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
フ

ロ
ム
志
布
志
」
他
４
曲
を
堂
々
と
披
露
し

て
国
際
交
流
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
変
化
を
感
じ
さ

せ
た
一
年
で
し
た
が
、
昨
年
夏
以
降
、
ア

メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
の

波
が
、
日
本
に
、
そ
し
て
志
布
志
に
も
押

し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

１
０
０
年
に
1
度
の
世
界
大
恐
慌
に
な
る

か
も
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い

回
復
を
祈
り
つ
つ
で
き
る
限
り
の
対
応
を

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、

行
政
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
か
市
民
の
皆
様
の
辛
抱
と
踏

ん
張
り
、
奮
闘
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
年
7
月
に
は
国
民
健
康
保
険
税

の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
に
伴

い
、
医
療
の
給
付
費
が
5
㌫
増
え
る
と
い

う
も
の
で
、
制
度
維
持
の
た
め
に
止
む
を

得
ず
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
を
行
う
改

定
を
し
ま
し
た
が
、
今
後
再
び
改
定
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
方
々
を
含
め
た
「
ひ
ま
わ
り
元
気
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
で
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
21
年

度
か
ら
、
全
市
民
の
協
力
の
も
と
健
康
増

進
策
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
現
在
予
測
し
て
い
る
5
㌫
の
医
療
給

付
費
の
伸
び
を
、
1
㌫
で
も
2
㌫
で
も
下

げ
、
将
来
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
を
「
健

康
づ
く
り
元
年
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
取

り
組
み
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
実
現
す
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

度
が
グ
ッ
と
高
ま
り
ま
す
し
、
負
担
の
度

合
い
も
低
く
な
り
ま
す
。
何
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
で
市
全
体
の

幸
福
度
が
高
ま
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
悪
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
朝
の
来
な
い
夜
は
無

い
」
の
た
と
え
ど
お
り
、
ど
こ
ま
で
も
景

気
が
下
向
き
の
ま
ま
続
く
こ
と
は
無
い
も

の
と
思
い
ま
す
。
志
布
志
市
で
は
、
長
年

待
ち
望
ん
で
い
た
志
布
志
港
新
若
浜
地
区

が
い
よ
い
よ
こ
の
3
月
に
は
開
港
し
ま
す

し
、
そ
こ
に
至
る
道
路
も
着
々
と
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。私
た
ち
は
そ
の
芽
を
き
っ

ち
り
育
て
る
の
だ
と
い
う
「
志
」
を
高
く

掲
げ
て
、
明
日
の
志
布
志
を
作
っ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
引
き
続
い
て

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
が
、
お
健
や

か
で
幸
多
き
日
々
を
お
送
り
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
元
旦　
　

志
布
志
市
長

1 月 1 日、岳野山より志布志湾を望む
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■ 1 月 4 日　成人おめでとう二
は た ち

十歳の出
たびだち

航
　１月４日、市文化会館で成人式が開催されました。一昨年までは旧町
　ごと（松山町・志布志町・有明町）行われていた成人式ですが、昨年
　より合同での開催となりました。昭和 62 年４月２日から昭和 63 年
　４月１日生まれの方が対象で、市内で５５６人が大人の仲間入りをし
　ました。
■ 1 月 6 日　平成 20 年消防出初式
　城山総合公園多目的広場で、平成 20 年消防出初式が行われました。
　消防団ラッパ隊による演奏で 413 人の消防団員が入場行進を行いま
　した。観閲の後に行われた訓練では、松山方面隊尾野見分団が規律訓
　練を行い、その後、山重小学校の少年消防クラブが規律訓練を披露し
　ました。
■ 1 月 29 日　読売福祉文化賞２００７年受賞
　読売新聞社東京本社で、読売福祉文化賞 2007 年の表彰式が行われ、
　しぶし夢しずく工房が大賞３件に選ばれ、賞状や活動支援費を受けま
　した。これは、県特産のイモ焼酎造りを地元酒造会社や農家の協力を
　得て、原料のサツマイモや米の栽培、収穫、焼酎の仕込み、瓶詰、ラ
　ベル張りまで全工程に利用者が携わっていることが、高く評価された
　ものです。九州から大賞が選出されたのは、初めてになります。
■ 2 月 3 日　県内一早いダゴ祭り
　田之浦山宮神社で鹿児島県内で一番早いといわれるダゴ祭りが行われ
　ました。ダゴ花は米粉でつくった色鮮やかな団子で、今年は同校区の
　11 自治会と田之浦小学校児童の作った計 12 本の「ダゴ花」がお宮に
　飾られました。また、お宮前の広場では、同神社に伝わる神舞 26 段
　のうち７段が神舞保存会により奉納されました。神舞が終わると、飾
　られていたダゴ花が境内に運ばれ、多くの見物人が我先にと手を伸ば
　しダゴを手にしていました。
■ 2 月 15 日　都城志布志道路の松山～有明北間の 4㌔が開通
　松山～有明北間の開通式が、有明北 IC 付近で行われ、供用を開始し
　ました。これにより曽於市末吉町から有明北までの約８㌖が通行可能
　となりました。　通り初め式では、やっちく松山藩によるアトラクショ
　ンや来賓の方々によるテープカット、伊﨑田小学校児童らの手による
　くす玉割りが行われ、関係者による通り初めが行われました。
　また、２月 10 日には開通を記念したプレイベントとしてウォーキン
　グ大会が開催され、約 800 人という多くの市民等の参加があり、こ
　の道路に寄せる期待の大きさを感じさせました。志布志市のさらなる
　発展にむけて早期の全線開通が待ち望まれます。
■ 2 月 16 日～ 20 日　第 54 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
　県下一周駅伝（南日本新聞社主催）に曽於地区代表として、志布志市
　から 8人の選手が参加しました。完全優勝した姶良チームと連日肉
　薄するレースが続き、曽於チームは総合 2位という素晴らしい成績
　を残すことができました。
■ 2 月 23 日～ 24 日　生涯学習フェスティバル
　～出かけよう集いの中へ広げよう学びの輪～を大会スローガンにした
　平成 19 年度の生涯学習フェスティバルが、市文化会館で行われまし
　た。学習発表を中心とした生涯学習グランドフィナーレでは、約２千
　人の市民が生涯学習の楽しさを満喫しました。

■ 3 月 23 日　流失した松山橋が完成しました
　松山橋は、二級河川菱田川に架かる石橋（めがね橋）で、馬場自治会
　の生活道路として活用していましたが、平成 18 年７月５日の深夜の
　大雨で流失しました。流出から 1年 9 か月の間、橋の無い生活に地
　元住民は大変不便を強いられました。石橋は幅員が３・５㍍と狭かっ
　たのですが、新しい橋は幅員が５㍍と広い橋となりました。
■ 3 月 24 日　四浦小学校が休校
　明治 11 年開校し平成 20 年に創立 130 周年を迎える四浦小学校の卒
　業式・休校式が行われました。同小学校は平成12年から２年間休校後、
　平成 14 年に再開し、計 453 人の卒業生を送りだしました。卒業式時
　点には全校児童が９人で、そのうち４人が特認校制度を利用していま
　したが４月からは自宅のある小学校へ帰り、また、残る４人も引っ越
　しなどにより、児童がいなくなり再び、休校となりました。休校式で
　は地域住民が見守るなか、児童 9人が運動会や英語劇のオペレッタ
　などの思い出を発表しました。
■ 4 月 19 日　お釈迦祭りモニュメント除幕式
　大浜緑地公園で 2体目のお釈迦祭り記念モニュメント「出会い」の
　除幕式が行われました。このモニュメントは、平成 19 年のお釈迦祭
　りで、新生児の健やかな成長を願い、65 人が参加した子ども灌仏会
　の記念に作成したものです。
■ 4 月 24 日　「志のあふれるまち」志布志市を目指して「しぶしの日」
　記念イベントでは、オープニングでチームありあけどっこいしょによ
　るフロムしぶしの合唱とヨサコイの披露のあとに以前公募した『志の
　シンボルマーク』が発表されました。このシンボルマークは北は青森
　県から南は沖縄県まで応募総数 181 点の中から選考委員会で選ばれ
　ました。志布志市の「Ｓ」をモチーフに市民一人ひとりが慈愛の精神
　を持ち、志を掲げて未来へ邁進する姿を表現したもので、志が市民の
　心の中に息づく様子をあらわした親しみのもてるものです。今後、こ
　のシンボルマークの活用により、志のあふれるまちづくりを更に推進
　してまいりますので、どうぞ市民の皆様もこのシンボルマークを可愛
　がってくださいますようお願い致します。
■ 4 月 26 日　志布志の歴史を満喫しました
　お釈迦祭りウィークの一環として、市外の方に志布志の魅力を知って
　もらおうと「志のまち歴史散策バスツアー」を行いました。鹿児島市
　など県内各地から 44 人の参加があり、志布志の歴史を満喫しました。
■ 4 月 29 日　しぶしお釈迦祭り
　お釈迦祭りが盛大に開催され、宝満寺を中心とする祭り会場は約 6万
　人の人出で大変にぎわいました。太鼓や踊り連、ヨサコイなど約
　1000 人がパレードを行い、沿道の見物客と一体になり祭りを盛り上
　げていました。花嫁を馬の背に乗せ、花婿が手綱を引いたしゃんしゃ
　ん馬が市街地を練り歩くと祭り会場は大いに盛り上がりました。護衛
　艦「やまゆき」「まつゆき」の一般公開では体験航海もあわせて 3000
　人の家族連れなどが訪れていました。また、志布志小学校グラウンド
　で開催した『おいしぶし！たのしぶし！～志布志ふるさと市場～』は、
　抽選会なども行われ多くの人出でにぎわっていました。

１月 6 日　消防出初式

１月 13 日　ジョガー駅伝の小学生たちの力走

1 月 29 日　夢しずくが読売福祉文化賞 2007 を受賞

2 月 3 日　田之浦山宮神社のダゴ祭り

2 月 10 日　松山～有明北間開通ウォーキング大会

2 月 16 日～ 20 日　県下一周駅伝で市内選手活躍

3 月 23 日　流失した松山橋が完成しました

3 月 24 日　四浦小学校の休校式

4 月 24 日　〝しぶしの日〟の志の発表の様子

4 月 29 日　しぶしお釈迦祭り

志布志市の一年を振り返る
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■ 5 月 11 日　第２回しぶし天然ハモまつり
　志布志漁業協同組合で志布志湾のハモを PR しようと「第 2回ハモ祭
　り」が開催されました。会場では志布志湾で水揚げされた新鮮な魚介
　類をはじめ、加工品や農産物が販売され、市内外から訪れた約 2500
　人の人出で賑わいました。また、地元飲食店によるハモ料理販売では、
　各店趣向を凝らした料理が販売されていました。
■ 6 月 1 日　第３回土砂災害全国統一防災訓練
　志布志町安楽上門地区で第３回土砂災害全国統一防災訓練が行われ、
　南部消防署や志布志警察署、市消防団志布志方面隊の協力のもと市民
　約 50 人が参加しました。近年の土砂災害では、警戒避難に対して避
　難勧告等を的確に行うことや災害時要援護者の避難支援等が課題と
　なっています。梅雨前線による集中豪雨で土砂災害が発生したとの想
　定で行われ、情報伝達等の確認を行いました。
■ 6 月 9 日　海洋冒険家中里尚雄氏 特別講演会
　通山青少年館で海洋冒険家で世界屈指のプロウィンドサーファーの中
　里尚雄氏の「自然とひとつ」と題した特別講演会が行われました。
　中里氏は、人間が捨てたビニールやプラスチックが海を漂流し、それ
　をウミガメが好物のクラゲと思い食べて死んでいくなど子どもたちに
　分かりやすく自分たちにできる環境問題を話しかけました。講演の後
　には子どもたちは、中里氏と記念写真を撮影したりサインをもらうな
　ど交流を図っていました。
■ 6 月 16 日　志布志市管工事サービス連絡協議会と災害発生時の協定
　市役所で、志布志市管工事サービス連絡協議会（高吉修会長 15 社）
　が市と、災害発生時の応急対策に関する協定を締結しました。この締
　結で、災害時のインフラ整備に水道施設の応急対策も加わり、市民の
　生命・財産を守る使命の中で災害時に適切かつ迅速な対応が可能にな
　りました。
■操法大会が開催されました
　6月 15 日、有明方面隊、6月 24 日、松山方面隊、7月 6日、志布志
　方面隊でそれぞれ操法大会が行われました。各大会とも、出場した団
　員は日頃の練習の成果を発揮していました。
■ 7 月 2 日　小規模校の集合学習
　森山小学校に潤ケ野小学校、八野小学校、森山小学校、田之浦小学校
　の 3・４年生が集まり、集合学習を行いました。体育館で行われた交
　歓会では、子どもたちが各学校の紹介を行い、レクリェーションで親
　睦を深めました。授業や合同学習などで、普段はできない体験を楽し
　みました。
■ 7 月 20 日　安心安全なまちづくりにむけて
　心でつなぐ〝あんしん志布志・大崎〟フェスタが志布志警察署および
　大浜緑地公園で行われ約 8000 人の人出で賑わいました。これは、市
　民に防犯や交通安全の意識を高めてもらおうと開かれたもので、オー
　プニングでは、小・中学生や地域の代表が、安全で安心して暮らせる
　地域づくりに努力しますと「あんしん・あんぜん宣言」を発表しまし
　た。その後、機動隊によるテロ対処訓練などが披露されました。大浜
　緑地公園内では様々な体験コーナーや音楽隊の演奏や床下商法詐欺の
　寸劇などを訪れた観客は楽しんでいました。

■音楽は心をつないで！国際青少年音楽祭
　アイルランドから、「アイルランド・ユース・ストリング・オーケストラ」
　総勢 26 人が７月３日から７日まで志布志市内にホームステイをしな
　がらコンサートや学校交流を行い、ヨーロッパの音楽と文化の交流を
　行いました。7月 4日のコンサートには、地元の香月小６年生 75 人
　のほか有明中合唱部 13 人、まつやまキッズ 42 人も出演しました。
　また、声楽経験者の入江英美さんと池ノ上祐子さんもアイルランドの
　メゾソプラノ歌手、サーニャ・キョウさんの歌唱指導をうけ歌声を披
　露しました。
■ 7 月 26 日、27 日　志布志みなとまつり 2008
　７月 26 日、志布志みなとまつりの前夜祭が志布志港の特設会場で開
　催されました。バンドやフラダンスなども披露されたほか志布志市出
　身の歌手水上卓さんのコンサートも行われました。翌７月 27 日に行
　われた本祭では、ダグリ岬でマリンスポーツ体験が行われ、バナナボー
　ト等に多くの家族連れや若者が集まりました。また、巡視船「おおす
　み」の体験航海やさんふらわあクルージングには大勢の家族連れが乗
　船しました。ステージでは「ハンヤよさこい」と、地元の和太鼓グルー
　プの音楽や踊りに、会場全体が熱くなり、観客が一つになりました。
　花火大会では、今年は、仕掛け花火が充実しており、花火が上がるた
　びに、観客から歓声が上がっていました。会場には 10 万人の人出が
　あり、大変にぎわいました。
■ 8 月 26 日　志布志市給食センターが落成
　子どもたちの食育の拠点となる、志布志市給食センターが完成し、約
　150 人が見守る中、落成式が催されました。落成式では、関係者によ
　るテープカットやくす玉割り、市長による稼働スタートボタンなどの
　セレモニーが行われました。新しい給食センターは、旧有明町役場跡
　地（有明小学校近く）に建設されたもので、広さは 2148 平方㍍で、
　１日 3000 食の給食を作る能力があります。
■ 9 月 22 日　無事故を願って１０００人立哨
　9月 22 日、秋の全国交通安全運動期間にあわせて恒例の「1000 人街
　頭立哨」が実施されました。権現橋から菱田橋東交差点までの国道
　220 号線 6キロメートル程の区間に学校や自治会、企業団体の皆さん
　1800 人余りが、沿道からドライバーや通学する児童・生徒に交通安
　全を呼びかけました。恒例のパレードは志布志警察署での出発式のあ
　とパトカーの先導で「交通事故無くし隊」のオートバイなどが道路を
　走り、ドライバーや沿道の方たちに交通安全をアピールしていました。
■ 10 月 26 日　ねんりんピック鹿児島 2008 マラソン交流大会
　第 21 回全国健康福祉祭「ねんりんピック鹿児島２００８マラソン交
　流大会」と第 4回しぶしポートマラソン大会が、志布志運動公園陸
　上競技場を中心に開催され、ねんりんピック代表選手とポートマラソ
　ン大会の出場選手総勢 1264 人の参加がありました。大会では、ファ
　ミリー・３㌔・５㌔・10㌔・ハーフのそれぞれの種目が行われ、１
　歳８か月の幼児から 84 歳の高齢者まで世代を越えた参加者が、潮風
　を感じながら、緑の大地を踏みしめて、志布志の自然を満喫して快走
　しました。ねんりんピックマラソン交流大会には、鹿児島県の代表
　選手として市内の前田泰郎さんが 70 歳未満男子 10㌔に出場し 37 分
　45 秒で入賞。竹下続さんが５㌔ 70 歳未満男子に出場し 27 分 38 秒
　で完走するなど、健脚を披露しました。

5 月 11 日　第 2 回しぶし天然ハモまつり

6 月 1 日　防災訓練の様子

6 月 9 日　通山青少年館で環境学習会を開催

6 月 16 日　市管工事サービス連絡協議会と協定

7 月 20 日　あんしん志布志・大崎フェスタ

7 月 4 日　市文化会館でのホールコンサート

7 月 27 日　みなとまつり本祭の踊ろう会の様子

8 月 26 日　志布志市給食センターの落成式

10 月 26 日　多くの方が参加したねんりんピック

9 月 22 日　1000 人街頭立哨に参加する子ども達
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県
下
一
斉
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

　

12
月
10
日
、
県
下
一
斉
飲
酒
運
転
根
絶

運
動
に
伴
い
、
市
内
各
地
で
交
通
安
全
母

の
会
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

志
布
志
地
区
は
国
道
２
２
０
号
線
沿
い

の
上
天
神
、
有
明
地
区
は
ハ
ー
テ
ィ
な
が

や
ま
と
Ａ
コ
ー
プ
あ
お
ぞ
ら
店
、
松
山
地

区
は
松
山
産
業
下
の
道
路
で
飲
酒
運
転
の

撲
滅
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

県
下
に
お
け
る
飲
酒
運
転
の
事
故
は

１
２
２
件
（
平
成
20
年
11
月
末
現
在
）
発

生
し
て
お
り
、
未
だ
に
飲
酒
運
転
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

飲
酒
の
機
会
の
増
加
す
る
年
末
を
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
等
を
配
付
し

て
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

ネ
オ
ン
管
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

12
月
30
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
市
役

所
北
側
に
あ
る
岳
野
山
山
頂
付
近
で
、
ネ

オ
ン
管
３
０
０
本
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
岳
野
山
山

頂
に
十
二
支
の
石
像
を
設
置
し
た
十
二
支

会
が
、
宮
崎
の
業
者
が
地
域
お
こ
し
に
ネ

オ
ン
管
を
無
料
で
貸
し
て
い
る
と
聞
き
、

青
年
部
（
猜
野
弘
樹
会
長
）
が
企
画
、
設

置
し
た
も
の
で
す
。

　

12
月
30
日
は
、
早
朝
か
ら
一
日
か
け
て

ネ
オ
ン
管
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
山
頂
を

幻
想
的
に
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
猜

野
さ
ん
は
「
思
っ
た
以
上
に
き
れ
い
な
光

で
、
見
に
来
た
方
に
も
喜
ん
で
頂
き
嬉
し

か
っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
挑
戦
し

て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ネオン管のイルミネーションに取り組んだ皆さん
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平
成
21
年
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
、
志
布
志
運
動
公
園
多
目
的

広
場
で
、
平
成
21
年
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
で
３
８
０
人

の
消
防
団
員
が
分
列
行
進
で
入
場
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
志
布
志
方
面
隊
安
楽
分
団

と
田
之
浦
分
団
、
山
重
小
学
校
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
規
律
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

前
川
で
の
放
水
演
習
で
は
多
く
の
市
民

が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
状
授
与
式
で

は
、
１
１
８
人
の
消
防
団
員
と
３
消
防
分

団
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

常
日
頃
か
ら
尊
い
市
民
の
生
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
、
日
夜
活
動
を
行
う

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

晴天の下行われた消防出初式

県
下
警
察
柔
道
大
会
で
初
優
勝
！

　

12
月
８
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
た
鹿
児
島
県
警
察
柔
道
・
剣
道
大
会

の
柔
道
で
、
志
布
志
警
察
署
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
の
28
警
察

署
と
警
察
本
部
各
部
及
び
警
察
学
校
が
出

場
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
31
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統

あ
る
大
会
に
、
志
布
志
警
察
署
は
今
年
初

め
て
両
種
目
に
出
場
し
て
優
勝
す
る
と
い

う
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

監
督
の
鈴
康
孝
巡
査
部
長
は
「
今
年
３

月
に
退
職
予
定
で
、
長
年
若
い
警
察
官
や

地
域
青
少
年
等
の
柔
道
指
導
に
尽
し
ま
し

た
が
、
現
役
最
後
に
大
会
に
花
を
添
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
日
夜
、
市
民
の
安

全
を
守
る
と
い
う
激
務
の
中
で
稽
古
を
積

ん
で
の
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市役所に優勝の報告に来ました

ブ
ロ
ン
ズ
像
「
恩お
ん
あ
い愛

」
除
幕
式

　

12
月
７
日
、
開
田
の
里
公
園
で
ブ
ロ
ン

ズ
像
「
恩
愛
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
、第
39
回
（
平
成
19
年
）

日
展
入
選
作
品
で
、
作
者
の
溝
口
守し

ゅ
い
ち一
さ

ん
が
小
学
校
３
年
生
ま
で
、
蓬
原
小
学
校

に
通
っ
て
い
た
こ
と
が
縁
で
設
置
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

青
天
の
下
で
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
は
、

蓬
原
小
学
校
6
年
生
の
中
川
尚
平
さ
ん
と

富
重
豪
太
さ
ん
に
よ
る
「
志
」
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
者
の
溝
口
さ
ん
は
「
父
に
肩
車
し
て

も
ら
っ
た
記
憶
に
は
、
純
朴
な
ガ
ッ
シ
リ

さ
の
中
に
、
美
し
い
心
豊
か
な
秩
序
が

あ
っ
た
。
こ
の
作
品
で
そ
の
よ
う
な
温
か

さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
花
が
お
出
迎
え
！

　

12
月
２
日
、
志
布
志
市
造
園
建
設
業
協

会
（
又
木
道
二
会
長
、
会
員
６
社
）
が
、

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

の
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
に
数
種
類
の
花
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
16
年
か
ら
同
協
会
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
「
こ
こ

は
フ
ェ
リ
ー
を
降
り
た
人
が
最
初
に
通
る

『
市
の
顔
』
な
の
で
、
き
れ
い
な
花
で
出

迎
え
た
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
お
盆
前
と
お
正
月
前
の

年
２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
又
木
さ
ん
は
、「
こ
の
花
を
見

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。
今
後
も

続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
当
日

は
寒
い
中
で
の
作
業
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

きれいな花で志布志市を訪れる人を出迎えます

石
蔵
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
（
野

村
広
志
委
員
長
）
で
は
、
石
蔵
利
用
活
性

化
委
員
会
を
中
心
と
し
て
石
蔵
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。

 

こ
の
石
蔵
（
そ
お
鹿
児
島
農
協
所
有
）

は
昭
和
４
年
に
築
造
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
財
産
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
20
日
、
交
通
安
全
協
会
松
山
支
部

や
防
犯
協
会
、
や
っ
ち
く
市
中
見
廻
り

隊
な
ど
と
連
携
し
て
、
交
通
安
全
・
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
あ
と
、
石
蔵
内
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
や
設

置
に
携
わ
っ
た
古
渡
真
一
さ
ん
は
「
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
と
配
色
に
気
を
遣
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

石蔵を使った幻想的なイルミネーション

志布志地区で行われたキャンペーンの様子

製作者の溝口さん（前列右から2人目）と関係者の記念撮影

県
体
育
指
導
委
員
表
彰

　

11
月
８
日
、
奄
美
市
名
瀬
の
奄
美
振
興

会
館
で
、
第
44
回
県
体
育
指
導
委
員
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
で
活
動
す
る
体

育
指
導
委
員
並
び
に
社
会
体
育
関
係
者
等

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
平
成
10
年
か
ら
現
在
ま
で

体
育
指
導
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

山
下
ち
づ
子
さ
ん
と
田
浦
天
志
さ
ん
が
県

体
育
指
導
委
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
体
育
指
導
委
員
の
二
人
は

「
こ
の
表
彰
を
機
に
、
今
後
、
さ
ら
に
市

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
活
動
及
び
資
質
向
上
の
た
め
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

表彰をうけた田浦さん（左）と山下さん（右）

給 食 セ ン タ ー 配 送 車 の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ
みんな笑顔に！おいしい給食

7 月に募集した新給食センター配送車のキャッチフレーズで、泰野小学校 6 年吉留瑛大さんの作品です。

優秀賞の紹介
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ま
た
、
同
大
会
に
は
極
真
会
館
有
明
道

場
（
稲
付
辰
昭
支
部
長
）
か
ら
も
多
く
の

選
手
が
出
場
し
各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
ま
し
た
。

　

同
道
場
で
は
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

に
有
明
町
野
井
倉
に
あ
る
道
場
で
約
30
人

の
道
場
生
が
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

●
高
校
軽
量
級
準
優
勝　
　

松
崎　

亮
典

●
高
校
中
量
級
準
優
勝　
　

前
迫　

燈

●
小
学
１
年
女
子
の
部
優
勝　

楠
田　

楓
華

●
幼
年
の
部
準
優
勝　
　
　

楠
田　

真
央

●
壮
年
40
歳
以
上
の
部
３
位　

前
迫　

敏
朗

大会での入賞を喜ぶ有明支部の皆さん

生
徒
会
で
門
松
を
作
成　

宇
都
中

　

12
月
23
日
、
宇
都
中
学
校
の
正
門
前
に

立
派
な
門
松
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
2
週
間
か
け
同
校
の
生
徒
会

役
員
が
準
備
し
制
作
し
た
も
の
で
、
昨
年
ま

で
は
地
域
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
た
門
松

を
、
今
年
は
自
ら
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　

材
料
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
準
備
し
ま
し
た
が
、

製
作
は
生
徒
会
執
行
部
と
専
門
部
長
が
、

保
護
者
や
地
域
の
方
等
に
聞
い
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
て
デ
ザ
イ

ン
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
鉾
立
宅
冶
さ
ん
は
「
生
徒

だ
け
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
門
松
が
作
れ
る
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
作
り
始

め
る
と
門
松
作
り
の
苦
労
が
わ
か
り
、
改

め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
感
謝
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

竹の先端部分の「そぎ」の製作等工夫して作った門松

地
域
の
高
齢
者
と
し
め
縄
作
り

　

12
月
19
日
、
八
野
地
区
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
、
八
野
小
学
校
（
小

出
水
芳
子
校
長
）
の
子
ど
も
達
が
地
域
の

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
千ち

と
せ歳
会（
池
添
力
会
長
）

の
指
導
の
も
と
、
し
め
縄
づ
く
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
全
校
児
童
11
人
が
挑
戦
し

た
し
め
縄
作
り
は
、
最
初
は
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
し
た
が
、
千
歳
会
の
方
が
一
人
ひ

と
り
丁
寧
に
指
導
し
た
た
め
次
第
に
慣

れ
、
最
後
は
全
員
立
派
な
し
め
縄
が
で
き

ま
し
た
。

　

し
め
縄
作
り
を
体
験
し
た
４
年
の
鈴
木

公ひ
ろ
た
か崇
さ
ん
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
に
親
切

に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
上
手
に
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
家
に
飾
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、
鹿
児
島
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
「
第
12
回
南
日
本
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ッ

プ
空
手
道
選
手
権
大
会
」
の
小
学
１
年
ソ

フ
ト
ク
ラ
ス
の
部
に
出
場
し
た
山
口
尚
哉

さ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
沖
縄
空
手
正
会
館
志
布
志

道
場
（
内
山
大
士
師
範
）
に
３
歳
か
ら
通

い
稽
古
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

同
道
場
で
は
毎
週
水
曜
日
に
志
布
志
体

育
館
、
土
曜
日
に
志
布
志
武
道
館
で
「
実

戦
空
手
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
強
く
な

り
、
他
人
の
痛
み
が
分
か
る
人
間
、
社
会

で
通
用
す
る
人
間
」
を
目
指
し
て
稽
古
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

準
優
勝
し
た
山
口
さ
ん
は
「
う
れ
し

か
っ
た
が
次
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

守礼を子どもたちに伝える沖縄空手正会館志布志道場

海
辺
を
使
っ
て
持
久
走
大
会

　

12
月
５
日
、
通
山
海
岸
で
、
恒
例
の
通

山
小
学
校
の
校
内
持
久
走
大
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
市
内
で
も
海
岸
に
近
い
学

校
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
事

業
や
海
岸
の
清
掃
な
ど
様
々
な
海
辺
を

使
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
約
20
年
前
か
ら
海
岸
で
の
持

久
走
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
方

な
ど
約
１
０
０
人
が
応
援
す
る
中
、
子
ど

も
た
ち
は
声
援
と
潮
風
を
全
身
に
感
じ
な

が
ら
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
台
風
の
襲
来
が

な
か
っ
た
た
め
大
き
な
砂
の
う
ね
り
も
な

く
走
り
や
す
い
よ
う
で
し
た
。

潮風を浴びながら力いっぱい砂浜を走る子どもたち

千歳会の方が丁寧に作り方を教えました
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玉
ノ
井
部
屋
に
入
門

　

12
月
12
日
、
志
布
志
中
学
校
を
玉
ノ
井

親
方
（
元
関
脇
初
代
栃
東
）
が
訪
れ
、
玉

ノ
井
部
屋
に
入
門
が
決
ま
っ
た
森
大
貴
さ

ん
（
15
歳
）
と
面
談
し
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
相
撲
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
が
中
学
1
年
生
の
時
か
ら
柔
道
を
始

め
、
現
在
は
身
長
１
７
７
㌢
、
体
重
97
㌔

と
体
格
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

森
さ
ん
は
、今
後
、玉
ノ
井
部
屋
に
行
き
、

新
弟
子
検
査
を
受
け
て
相
撲
の
世
界
に
入

り
、
稽
古
を
積
み
、
早
け
れ
ば
今
年
の
５

月
場
所
か
ら
番
付
に
名
前
が
で
ま
す
。

　

玉
ノ
井
親
方
と
面
談
し
た
森
さ
ん
は

「
関
取
を
目
指
し
て
一
つ
ず
つ
勝
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
森
さ

ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

親方（右から 3 人目）と記念撮影を行いました

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ッ
プ
で
市
内
の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た

交
通
被
災
者
た
す
け
あ
い
協
会
に
寄
付

　

12
月
22
日
、
志
布
志
小
学
校
１
年
生
児
童

が
、
志
布
志
警
察
署
を
訪
れ
県
交
通
被
災
者

た
す
け
あ
い
協
会
に
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
校
の
運
動
会
行
事
で

交
流
を
深
め
た
家
族
が
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
集
ま
っ
て
開
催
し
た
懇
親
会
で
「
皆

で
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
、
保

護
者
の
号
令
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
現

金
約
１
万
５
０
０
０
円
と
図
書
カ
ー
ド

３
０
０
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

寄
付
に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
警
察
署

長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
、
交
通
事
故
に
気

を
つ
け
る
よ
う
子
ど
も
達
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
小
遣
い
を
寄
付
し

た
、
野
元
蓮
さ
ん
等
９
人
は
「
私
達
の
お

小
遣
い
が
お
役
に
立
て
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仙名節男警察署長を通じて協会に寄付が行われました
「
心
の
教
育
の
日
」
特
別
講
演
会

　

12
月
５
日
、
潤
ケ
野
小
学
校
で
道
徳
の

授
業
を
参
観
し
、
心
に
残
っ
た
こ
と
を
家

庭
で
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
心

の
教
育
の
日
」
が
行
わ
れ
、
同
校
の
卒
業

生
の
上
平
昌ま

さ
ひ
ろ弘
さ
ん
を
講
師
に
「『
な
に

く
そ
魂
』
が
ぼ
く
を
育
て
た
」
と
い
う
演

題
で
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
平
さ
ん
は
１
歳
の
時
に
牛
の
エ
サ
を

裁
断
す
る
機
械
に
右
腕
を
挟
ま
れ
切
断
す

る
と
い
う
大
け
が
を
乗
り
越
え
，
小
学
校

時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
通
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

上
平
さ
ん
は
「
努
力
し
て
も
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
人
の

せ
い
に
せ
ず
に
さ
ら
に
努
力
し
て
ほ
し

い
」と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

ピッチングの実演には子どもたちも保護者も驚いていました
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熱
気
球
が
志
布
志
市
を
フ
ラ
イ
ト

　

12
月
28
日
、
蓬
原
開
田
か
ら
野
井
倉
開

田
へ
向
け
て
熱
気
球
が
飛
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
青
年
団
の
坂
口
潤
成
さ
ん

が
、
学
生
時
代
に
熱
気
球
を
は
じ
め
、
社

会
人
に
な
り
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て

「
大
好
き
な
祖
父
に
熱
気
球
を
飛
ば
す
と

こ
ろ
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
、
平
成
19

年
に
故
郷
に
帰
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
実

現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
熱
気
球
の
フ
ラ
イ
ト
は
前
例
が

無
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
た
め
、
坂
口
さ
ん
は

昨
年
8
月
か
ら
４
か
月
か
け
て
、
フ
ラ
イ

ト
許
可
手
続
き
等
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
青
年
団
や
気
球
仲

間
と
と
も
に
準
備
を
行
い
念
願
の
故
郷
で

の
初
飛
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

愛知県の師匠から借りてきた気球を飛ばしました

ボランティア活動を行った皆さんと作業風景

三
方
良
若
浜
緑
地
清
掃

　

12
月
14
日
朝
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
の

呼
び
か
け
で
、
若
浜
中
央
緑
地
の
ご
み
拾

い
や
雑
草
伐
採
な
ど
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
は
、
帰

省
客
な
ど
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
利
用
者
が
気
持

ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
会
員
を
は
じ
め
、
志
布
志
港
湾

振
興
協
議
会
、
一
般
参
加
者
な
ど
65
人
の
参

加
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
精
力
的
に

作
業
さ
れ
た
甲
斐
も
あ
っ
て
、
若
浜
中
央
緑

地
は
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
高
吉
修
さ
ん
は
、「
志
布
志

港
の
利
用
者
が
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
定
期
的
に
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
全
国
各
地
の
茶
産
地
で
開
催
さ
れ
る
全
国
茶
品
評
会
が
、
昨
年
８
月
熊
本
県
益

城
町
で
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
蒸
し
製
玉
緑
茶
の

部
に
お
い
て
、
産
地
賞
２
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
煎
茶
で
は
産
地
賞
第
３
位
と
躍
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
審
査
の
行
わ
れ
た
、
県
茶
経
営
改

善
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
上
室
義
和
さ
ん
が
最
優
秀
賞
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
多
く
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
茶
品
評
会
受
賞
者
は
、
10
月
4
日
に
熊
本
県
益

城
町
で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
大
会
に

て
、
県
茶
品
評
会
及
び
県
茶
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
者
は
、
11
月
15
日
に
鹿
屋
市
に
て
開
催
さ
れ
た
平
成

20
年
度
鹿
児
島
県
茶
業
振
興
大
会
in
か
の
や
お
茶
ま
つ

り
に
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

※
県
茶
品
評
会
及
び
県
茶
経
営

改
善
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
産

地
賞
と
は
、
各
市
町
村
個
人
成

績
上
位
５
点
の
合
計
得
点
で
競

い
、
最
高
得
点
の
市
町
村
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
賞
で
す
。

全
国
茶
品
評
会
及
び
県
茶
品
評
会
・
県
茶
経
営
改
善
コ
ン
ク
ー
ル

第 62 回全国茶品評会蒸し製玉緑茶の部特別賞受賞者（志布志市抜粋）
等級 　氏　名 　　概評

1 中本　善和 （社）日本茶業中央会会長賞
1 ㈱中本製茶　中本善尚 全国茶生産団体連合会会長賞
1 重留　久継 全国茶商工業協同組合連合会理事長賞

平成 20 年度鹿児島県茶経営改善コンクール特別賞受賞者（志布志市抜粋）
１位 上室　義和 最優秀賞　農林水産大臣賞
２位 いろは農園有明 優秀賞　九州農政局長賞
３位 原田　あけみ 優秀賞　鹿児島県知事賞
５位 東八重　勉 優秀賞　全国茶生産連会長賞

若
葉
会
が
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
開
発

　

12
月
13
日
、
市
内
の
若
手
緑
茶
生
産
者

で
つ
く
る
若
葉
会
（
堀
口
俊
会
長
）
が
鹿

児
島
市
の
天
文
館
で
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
入
り

の
緑
茶
の
展
示
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
分
で
い
れ
る
緑
茶
（
リ
ー

フ
茶
）
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
同
会

が
昨
年
１
月
か
ら
県
の
委
託
事
業
で
手
軽

に
飲
め
る
良
質
の
緑
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
の

開
発
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

原
料
に
は
、
高
級
な
一
番
茶
を
使
い
葉

を
細
か
く
砕
く
事
で
、
色
味
が
う
ま
く
出

る
よ
う
に
工
夫
し
た
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
若
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

堀
口
会
長
は
「
手
軽
さ
と
リ
ー
フ
茶
本

来
の
お
い
し
さ
が
好
評
で
し
た
」
と
商
品

化
に
向
け
て
自
信
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

試作品 300 個は 5 時間で販売を終了しました

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
県
道
清
掃

　

12
月
21
日
、
志
布
志
区
公
民
館
が
主
体

と
な
り
、
志
布
志
の
玄
関
口
と
な
る
県
道

志
布
志
福
山
線
を
関
屋
口
交
差
点
か
ら
大

原
交
差
点
ま
で
約
１
・
３
㌔
の
歩
道
及
び

植
栽
等
の
伐
採
清
掃
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
末
年
始
に
志
布
志
市
に
帰

省
す
る
方
や
観
光
等
に
訪
れ
る
方
が
気
持

よ
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

志
布
志
区
公
民
館
関
係
者
や
沿
線
住

民
、
つ
わ
ぶ
き
、
建
設
業
12
社
及
び
市
職

員
な
ど
約
２
５
０
人
で
２
時
間
半
か
け
て

行
わ
れ
た
作
業
で
沿
道
は
す
っ
か
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。

多くの方の手により沿道はきれいになりました

塾生による「米百俵」の迫真の演技

志
ふ
れ
あ
い
交
流
会
IN
志
布
志
市

　

11
月
29
日
、
志
布
志
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
志
ふ
れ
あ
い
交
流
会
in
志

布
志
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

青
年
塾
の
研
修
が
昨
年
か
ら
志
布
志
市
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
始
ま

り
、今
年
で
２
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
長
岡
藩
の
教
育

に
ま
つ
わ
る
故
事
「
米
百
俵
」
を
題
材
に

し
た
塾
生
に
よ
る
演
劇
と
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
上
甲
晃
氏
の
「
米
百
俵
に
学
ぶ
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
塾
生
の

熱
の
入
っ
た
演
技
や
上
甲
晃
氏
の
心
訴
え

る
講
演
に
、
来
場
者
か
ら
は
「
現
在
の
社

会
情
勢
と
重
な
る
。
視
点
を
変
え
、
前
向

き
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

　

12
月
18
、
19
日
に
「
よ
り
多
く
の
方
に

自
分
た
ち
の
「
ま
ち
」
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
て

も
ら
お
う
」
と
市
内
の
方
を
対
象
と
し
た

バ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
18
日
に「
歴
史
と

観
光
」を
テ
ー
マ
に
大
慈
寺
や
松
山
城
址
な

ど
、
19
日
に「
食
と
産
業
」を
テ
ー
マ
に
伊

﨑
田
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
や
若
潮
酒
造
な
ど
、

市
内
の
名
所
・
事
業
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
場
所
や
日
頃
個

人
で
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
所
を
見
学
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
本

当
に
ふ
る
さ
と
再
発
見
だ
っ
た
。
身
近
に

こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
る
な

ん
て
驚
い
た
」等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

知っているようでしらない「志布志市」の魅力を再発見！

日本ジュニア選手権等で活躍

　10 月に鳥取県で開催された第 24
回日本ジュニア選手権、大分で開催
された第 63 回国民体育大会 で神村
学園高校 3 年生（有明中出身）の
立山紀恵さんが、女子 100㍍走等で
準優勝するなど活躍しました。
　12 月 19 日、市役所にその報告に
訪れました。立山さんは「大学進学
後は更にトレーニングを積み、イン
カレで優勝できるように力を付けて
いきたい」と抱負を述べました。立
山さんの今後の活躍に期待します。

活躍の報告を行う立山さん
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成
人
式
お
め
で
と
う
二は

た

ち
十
歳
の
出た
び
だ
ち航

　

１
月
４
日
、
市
文
化
会
館
で
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

が
対
象
で
、
市
内
で
５
１
７
人
が
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
新
成
人
３
８
９
人
を
は
じ
め

関
係
者
が
多
数
出
席
し
、
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
市
内
の
又
木
政
考
さ
ん
と
紀
成
さ
ん

の
兄
弟
に
よ
る
祝
儀
舞
が
行
わ
れ
、
新
成

人
の
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
福
岡
県
の

大
学
で
薬
学
部
を
専
攻
さ
れ
て
る
津
曲
康

輔
さ
ん
が
、
凶
悪
な
事
件
が
多
発
し
て
い

る
現
状
の
中
で
も
う
一
度
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
今
ま
で
育
て

て
く
れ
た
家
族
や
地
域
社
会
に
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

抱負を述べる津曲さん

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

　

平
成
20
年
度
「
第
28
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会
」「
第
12
回
小
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
１
７
３
校
、
２
４
９
３
編

の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
市
内
の
６
人
の
小
中
学
生
の

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

が
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
が
人
権
問
題
に
つ
い

て
考
え
、
作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊
重

の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
県
大
会
の
入
賞
作
品
（
最

優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
作
品
）
は
、
作
文
集
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
県
内
の
小
・
中
学
校
及
び
教
育
関
係
機

関
な
ど
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

県
大
会
表
彰
の
小
学
生
高
学
年
の
部
で
優
秀
賞
と

な
っ
た
八
野
小
学
校
６
年
の
飛
松
春
香
さ
ん
は
「
優

秀
賞
を
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
作
文
に
書
い
た
よ
う
に
、
み
ん
な
同
じ
友
達
と
し

て
接
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
題
材
に
し
た
〝「
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
〟
で
、
県
大
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
田

之
浦
中
学
校
2
年
の
千
崎
愛
美
さ
ん
は
「〝
い
じ
め
〟

と
い
う
も
の
は
、と
て
も
残
酷
で
苦
し
い
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
時
こ
そ
助
け
て
く
れ
る
家
族
や
友
達
の
あ

り
が
た
さ
・
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

世
か
ら
い
じ
め
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

い
じ
め
問
題
に
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

県大会表彰奨励賞
　題 :　「生きる」ということ
　田之浦中学校 2年　千崎愛美さん

県大会表彰奨励賞
　題 :　出会ってよかった
　宇都中学校 1年　迫留由弥さん

協議会長賞
　題 :　高齢者の人権
　有明中学校 3年　岩下正子さん

県大会表彰優秀賞
　題 :　かがやく笑顔
　八野小学校 6年　飛松春香さん

県大会表彰奨励賞
　題 :　みていてね、おじいちゃん
　香月小学校 1年　川辺孝太郎さん

県大会表彰奨励賞
　題 :　わたしの勇気
　山重小学校 6年　藤田希さん

サンタクロースと記念写真を撮りました

青
年
サ
ン
タ
が
ま
ち
に
や
っ
て
き
た

　

12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
市
青

年
団
連
絡
協
議
会
（
堀
口
義
仁
会
長
）
の

団
員
11
人
が
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と

ト
ナ
カ
イ
の
一
行
が
子
ど
も
達
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
届
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
殺
伐
と
し
た
世
の
中
で
、
子

ど
も
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
思
い
出

を
提
供
し
、
夢
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
青

年
団
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

申
込
み
の
あ
っ
た
家
庭
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
訪
れ
て
、
あ
ら
か
じ
め
各
家
庭

か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
す
と

「
本
物
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
た
！
」

と
子
ど
も
達
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

堀
口
会
長
は
「
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
嬉

し
か
っ
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
寒
中
歩
こ
う
大
会 

in 

松
山

　

12
月
14
日
、
第
３
回
『
ふ
る
さ
と
寒
中

歩
こ
う
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
の
松
山
コ
ー
ス
で
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
３
歳
か
ら
76
歳
ま
で
の
方

１
３
６
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
、
宮
田
山
方
面
か
ら
城
山

総
合
公
園
に
向
か
い
、
そ
こ
で
各
自
持
参

し
た
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、
や
っ
ち
く
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
帰
る
約
13
㌔
の
道
程

で
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
層
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
松
山
コ
ー

ス
を
楽
し
み
、
ふ
る
さ
と
志
布
志
を
歩
く

こ
と
に
よ
っ
て
郷
土
意
識
が
高
ま
り
、
充

実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

松山の自然を感じながら歩く参加者

松山地区の新成人の皆さん

有明地区の新成人の皆さん

志布志地区の新成人の皆さん
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旬
の
味
覚
を
腹
い
っ
ぱ
い
！

　

12
月
７
日
、『
第
３
回
志
布
志
市
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
IN
有
明
』
が
開
催
さ
れ
、
約

３
万
２
０
０
０
人
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
旬
の
味

覚
を
腹
い
っ
ぱ
い
！
！
」で「
地
産
地
消
」・

「
健
康
」・「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
か

ら
多
く
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
農
産
物
等
の

販
売
、
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
屋
台
村

で
は
、
来
場
者
は
志
布
志
市
の
旬
の
味
覚

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、「
海
鮮
大
鍋
」「
で
ん
ぷ
ん

だ
ご
汁
」「
豚
肉
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
の
大

判
振
る
舞
い
は
大
変
な
賑
わ
い
で
多
く
の

人
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
広
場
で
は
、
健
康
相
談
や

血
圧
測
定
は
も
ち
ろ
ん
岳
野
山
ハ
イ
キ
ン

グ
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
方
が
健
康
相
談

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
「
志
布
志
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」「
ア
カ
ペ
ラ
甲
子
園SH

IBU
SH

I

」

「
ダ
ン
ス
甲
子
園SH

IBU
SH

I

」
が
行
わ

れ
、
地
元
か
ら
の
出
演
者
も
多
く
、
客
席

も
一
体
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
志
布
志
の
特
産
品
に
こ

だ
わ
っ
た
農
産
物
て
ん
こ
盛
り
セ
ッ
ト
や

志
布
志
湾
産
の
オ
オ
タ
イ
が
目
玉
賞
品
に

準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
広
場
で
は
、
ダ
グ
リ
岬
遊
園
地

の
遊
具
や
や
っ
ち
く
松
山
藩
で
運
営
す
る

サ
ス
ケ
広
場
等
で
子
ど
も
達
も
大
い
に
楽

し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第 3 回志布志市
ふるさとまつり IN 有明

海鮮鍋の振る舞いには長い行列ができました

太鼓フェスティバルの様子

フードフェスティバルの様子

司会は DJ ポッキー 大盛況のアカペラ甲子園

多くの観客と出演者で賑わったダンス甲子園

オープニングは志布志中学校の吹奏楽部

恒例のもちつきぺったんこ大会

　

近
年
、
世
界
中
で

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ

１
）
の
世
界
的
な
流

行
が
確
認
さ
れ
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
に

つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
出
現
の
可
能
性
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
現
し
た

場
合
、
人
類
は
免
疫
を
持
た
な
い
た
め
、

世
界
的
な
大
流
行
が
生
じ
る
の
は
免
れ
な

い
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
ど
こ
か
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
に
広
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
現

在
は
交
通
手
段
も
発
達
し
て
お
り
、
ウ
イ

ル
ス
が
ま
ん
延
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
ま
る

で
し
ょ
う
。
公
衆
衛
生
の
発
達
や
、
医
療

が
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
現
代
で
も
、
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
は
脅
威
な
の
で
す
。

■
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
高
病
原
性
Ｈ
５

　

Ｎ
１
型
）

　

本
来
は
鳥
類
で
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
。
現
在
、
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
で
も
急
激
な
拡
が
り

を
み
せ
て
お
り
、
人
か
ら
人
へ
感
染
す
る

ウ
イ
ル
ス
に
変
異
す
る
可
能
性
が
最
も
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た

新
し
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
で
あ
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
も
不
可

能
で
す
。

　

Ｈ
５
Ｎ
１
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

着
実
に
人
へ
の
感
染
を
拡
げ
、
人
に
感
染

し
や
す
い
よ
う
に
変
異
し
て
き
て
い
る
こ

と
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｈ
５
Ｎ
１
型
だ
け
で
な
く
、
他
の

型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
異
す
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
発
生
す
る
か
ど
う

か
で
は
な
く
、
い
つ
発
生
す
る
か
と
い
う

段
階
な
の
で
す
。

　

正
確
に
発
生
の
時
期
を
予
測
す
る
の
は

不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
確
実
に
発
生
す

る
と
い
う
見
方
が
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
発
生

は
現
実
的
な
も
の
で
す
。
発
生
し
た
場
合

に
備
え
る
こ
と
が
、
現
時
点
で
は
最
良
の

防
衛
策
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
流
行
に
備
え
て
、
最
低
限

（
10
日
～
２
週
間
程
度
）
の
生
活
必
需
品
、

食
料
品
等
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
発
生
時
の
交
通
・
流
通
網
の
麻

痺
、
外
出
禁
止
勧
告
等
の
発
令
な
ど
に
備

え
た
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
手
段

の
１
つ
で
す
。
も
し
発
生
し
た
場
合
は
、

通
常
の
社
会
生
活
は
送
れ
な
い
と
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
て

で
き
る
こ
と
は
？

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

備
え
よ
う
！

■
正
し
い
情
報
を
得
ま
し
ょ
う
！

　

県
や
市
か
ら
の
情
報
に
敏
感
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
正
確

な
情
報
を
得
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

噂
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
確
か
な
情

報
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
と
き

は
公
共
機
関
（
市
役
所
、保
健
所
等
）
へ
！

　

情
報
の
収
集
が
最
も
重
要
な
感
染
対
策

で
す
。

■
備
蓄
品
の
確
認
と
補
充
を
十
分
に
し
ま

　

し
ょ
う
！

■
手
洗
い
う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
！

　

外
出
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

外
出
し
な
い
場
合
で
も
、
手
洗
い
、
う
が

い
を
常
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
発
生
し
て
も
慌
て
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
の
備
え
が
重
要
で
す
！

皆
さ
ん
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

～
冷
静
な
対
応
を
～
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　美
み さ き

沙紀ちゃん

　大
た い と

斗ちゃん 　陽
よ う こ

子ちゃん

12 月に有明改善センターで行わ
れた 5 歳児歯科検診で虫歯のな
かった子どもたちです。



　

平
成
20
年
11
月
29
日
、「
平
成
の
名
水

百
選
」に
選
定
さ
れ
た
普
現
堂
湧
水
源
で
、

水
辺
の
環
境
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
蓬
原
小
学
生
や
環
境
学
習
少
年
団
が

参
加
し
湧
水
・
地
下
水
の
こ
と
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

　

諏
訪
健
一
さ
ん
は
建
設
会
社
を
経
営
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
毎
月
1
回
従
業
員
と
と

も
に
こ
の
湧
水
個
所
を
清
掃
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
諏
訪
さ
ん
の
水
に
対
す
る

敬
い
の
心
や
こ
の
清
掃
活
動
の
話
を
熱
心

に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
門
家
の
先
生
か
ら
市
の
地
下

水
の
構
造
や
き
れ
い
な
地
下
水
を
守
っ

て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
な
ど
の
話
が
あ

り
、
簡
単
な
水
質
検
査

も
行
い
ま
し
た
。

42
か
所
の
湧
水

　

市
内
に
は
多
く
の
湧
水
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
調
査
し
ま
し
た
が
、
市
内
に
42
か

所
の
湧
水
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

志
布
志
市
の
シ
ラ
ス
台
地
は
、

①
雨
が
地
下
に
浸
透
し
や
す
い

②
シ
ラ
ス
台
地
の
面
積
が
大
き
く
、
層
厚

　

も
厚
い

③
シ
ラ
ス
の
中
を
地
下
水
が
ゆ
っ
く
り
と

　

流
れ
る

④
降
水
量
が
日
本
の
全
国
平
均
に
比
べ
多
い

　

こ
と
な
ど
か
ら
、
地
下
水
を
豊
富
に
含

ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
地
下
構
造
に
な
っ
て
い
る
か

　

図
１
は
地
質
層
序
の
概
念
図
で
す
。
市

内
の
地
下
の
構
造
は
大
体
こ
う
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
湧
水
は
ほ
と
ん
ど
第
1
帯
水
層

か
ら
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

水
質
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
点

で
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
水
量
も
含
め
て
定
期
的
に
調
べ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

湧
水
を
守
る
活
動

　

昔
か
ら
湧
水
個
所
は
神
聖
な
場
所
で
し

た
。
周
辺
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
清
掃
、
維

持
管
理
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
古

来
よ
り
生
活
用
水
、
農
業
用
水
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
あ
り
、
水
神
様
も
祀
ら
れ
て

い
る
箇
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。

湧
水
・
地
下
水
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

　

湧
水
・
地
下
水
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

水
辺
の
環
境
学
習
会
の
中
で
も
専
門
家

か
ら
「
地
下
水
を
守
っ
て
い
く
に
は
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
な
ん
だ
」
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
経

済
発
展
を
考
え
な
が
ら
環
境
に
い
か
に
負

荷
を
与
え
な
い
か
を
基
本
に
考
え
行
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。
■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel 474-1111（内線 252・256）

東
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

　

東
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

現
在
「
心
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
と

安
全
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

地
区
内
を
通
る
幹
線
道
路
沿
い
や
宝
満
寺

周
辺
の
環
境
美
化
活
動
や
青
少
年
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
７
日
、
環
境
や
自
主
防
災
に
対
す
る

意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
32
人
が
、
鹿
児
島
市
の
か

ご
し
ま
環
境
未
来
館
と
鹿
児
島
県
防
災
研
修

セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
で
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
を
使
っ
て
の
竹
ト
ン
ボ
づ
く
り
や

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ハ
ガ
キ
作
り
体
験

な
ど
、
子
ど
も
も
楽
し
く
環
境
問
題
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
救
命
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
手
順

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
火
災
警
報
器
は
な
ぜ
必
要

か
？
」
や
地
震
が
起
き
た
時
の
家
具
倒
壊

の
防
止
方
法
な
ど
を
職
員
が
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
企
画
し
た
大
山
博
美
委

員
長
は
、「
現
在
、
東
区
で
は
、
自
主
防

災
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
、『
地
域
の
防
災
は
、
地

域
住
民
で
』
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
人
と

人
が
支
え
合
う
相
互
の
精
神
を
育
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
が
輝
く
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

環境美化活動に取り組んでいる様子
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湧
水
・
地
下
水
を
守
っ
て
い
こ
う

諏訪さんによる環境を守る話
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防災研修センターではＡＥＤの研修も行いました

図１　地質層序の概念図

　

今
回
は
、私
が
所
属
し
て
い
る
地
下
水
・

地
盤
環
境
室
が
来
年
度
に
実
施
予
定
の
事

業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
「
平
成
19
年
度
の
地
下
水

質
測
定
結
果
」
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
硝

酸
性
窒
素
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
他
の

項
目
と
比
較
し
て
、
環
境
基
準
の
超
過
率

が
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
硝
酸
性
窒

素
に
よ
る
汚
染
は
、
施
肥
、
家
畜
排
せ
つ

物
、
生
活
排
水
等
で
す
。
汚
染
原
因
は
多

岐
に
わ
た
り
、
汚
染
が
広
範
囲
に
及
び
ま

す
。
志
布
志
市
で
も
将
来
の
汚
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
が
必
要
で
す
。

　

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
規
制

や
地
下
浸
透
規
制
等
の
全
国
一
律
的
な
対

策
に
加
え
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
対
策

を
行
う
た
め
、
環
境
基
準
を
効
率
的
に
達

成
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
２
年
間
検
討
し
て

い
る
湧
水
の
調
査
結
果
を
「
湧
水
保
全
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
全

国
の
自
治
体
が
湧
水
を
保
全
す
る
た
め
に

参
考
と
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

地
下
水
は
身
近
な
水
源
と
し
て
利
用（
都

市
用
水
の
約
３
割
）さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
循
環
全
体
の
中
で
の
地
下
水
の
動
き
は

未
解
明
な
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
解
明

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
温

暖
化
へ
の
適
応
策
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

皇
居
の
周
り
の
壕ほ

り

が
、
夏
季
に
は
悪
臭

が
し
ま
す
。
日
本
の
表
玄
関
で
あ
る
皇
居

の
壕
の
水
質
改
善
の
た
め
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
水
・
大
気
局
と
外
苑

壕
を
管
理
す
る
自
然
環
境
局
と
連
携
し
な

が
ら
地
下
水
を
壕
に
導
入
し
た
り
、
水
質

浄
化
を
す
る
な
ど
壕
の
環
境
改
善
を
図
る

こ
と
に
な
り
、
短
期
的
・
中
長
期
的
な
対

策
を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

　

国
際
的
な
取
組
と
し
て
は
、
中
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
等
ア
ジ
ア
の
国
に
お
い
て
環
境

汚
染
対
策
と
地
球
温
暖
化
対
策
を
同
時
に

行
う
「
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
温
暖
化
対
策
」

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
技
術
・
経
験
が
豊
富
な
団
塊
世
代
の

人
材
を
「
国
境
な
き
環
境
調
査
・
協
力
団

（
仮
称
）」
と
し
て
組
織
し
、
ア
ジ
ア
な
ど

の
大
気
、
水
質
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
技

術
が
不
十
分
な
地
域
に
派
遣
し
て
現
地
の

技
術
者
に
対
し
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
分
析

方
法
等
の
指
導
を
行
い
、能
力
等
の
向
上
・

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
下
水
・
地
盤
環
境
室

に
お
い
て
は
、
国
内
外
の
地
下
水
汚
染
対

策
、
地
球
環
境
対
策
の
事
業
を
来
年
度
も

実
施
す
る
計
画
で
す
。
す
で
に
来
年
度
の

準
備
に
つ
い
て
業
務
を
始
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
残
り
３
か
月
で
す
が
、
自
分
が

担
当
の
仕
事
の
枠
を
超
え
て
、
様
々
な
業

務
を
積
極
的
に
こ
な
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

環
境
省
で
勉
強
し
て
い
る
吉
井
啓あ
き
ひ
さ剛

主
事
の

レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

※水辺の環境学習会の内容については、1月 25 日（土）にＫＹＴ（鹿児島読売テレビ）で
　昼 11 時 40 分からの県政番組で放送されます。是非、ご覧ください。

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！



レ ジ 袋 有 料 化 に 向 け て！
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市
商
工
会
、
前
向
き
に
取
り
組
む

　

商
工
会
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
理
事
会
で
協
議
さ
れ
、
商
工
会
商
業
部

会
で
詳
細
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
大
手
ス
ー
パ
ー
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、「
市
内
一
斉
に
実
施

す
る
の
で
あ
れ
ば
、協
力
し
た
い
」と
い
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
改
正
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
こ

２
・
３
年
レ
ジ
袋
の
削
減
に
つ
い
て
、
新

聞
紙
上
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
志
布
志
市
は
、
ご
み
の

量
が
平
成
10
年
度
と
比
較
し
て
埋
立
ご
み

80
㌫
減
、
そ
し
て
資
源
化
率
は
2
年
連
続

（
市
と
し
て
は
）
全
国
第
1
位
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
視
察
者
が

絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
市
の
こ
の
取
り
組
み
は

「
志
布
志
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
大
洋
州
の

フ
ィ
ジ
ー
国
の
廃
棄
物
管
理
の
手
伝
い
も

す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
削
減
が
観
光
資
源
に

　

志
布
志
市
は
京
都
や
沖
縄
と
い
っ
た
よ

う
な
観
光
で
の
外
貨
獲
得
は
一
朝
一
夕
に

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
環
境
に
や
さ
し
い「
取
り
組
み
」

た
と
え
ば
ご
み
分
別
で
埋
立
ご
み
を
減
ら

す
取
り
組
み
、
地
域
通
貨
ひ
ま
わ
り
券
を

利
用
し
た
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組

み
、
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
作
り
ひ
ま
わ
り

油
を
つ
く
る
サ
ン
サ
ン
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

を
す
で
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
レ
ジ
袋
有
料
化
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
が
、
風
光
明
媚
も
人
を
集
め
ま

す
が
こ
の
よ
う
な
市
民
一
人
ひ
と
り
の

「
取
り
組
み
」
が
実
は
大
き
な
観
光
資
源

な
の
で
す
。

「
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」

　

現
在
の
地
球
環
境
問
題
は
人
類
の
便
利

さ
・
利
潤
の
追
求
の
結
果
で
す
。
レ
ジ
袋

は
こ
の
便
利
さ
の
象
徴
的
な
も
の
で
す
。

タ
ダ
の
レ
ジ
袋
は
ほ
と
ん
ど
使
い
捨
て
さ

れ
ま
す
、
私
た
ち
自
身
も
「
使
い
捨
て
」

さ
れ
た
く
は
な
い
で
す
よ
ね
。
も
の
を
大

切
に
人
を
大
切
に
し
た
い
の
で
す
。

　

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
。
次
の
世
代
に

よ
り
よ
い
環
境
を
残
す
た
め
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し
円
卓
会
議

 

昨
年
度
か
ら
「
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら

し
円
卓
会
議
」
を
開
催
し
、「
買
い
物
」

と
い
う
行
動
を
通
じ
て
ご
み
を
減
ら
せ
な

い
か
話
合
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
関
係
者
及
び
市
民

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
レ
ジ
袋
有
料
化
な
の
か

レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

①
ご
み
の
減
量
化
・
二
酸
化
炭
素
排
出
の

　

削
減

②
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

③
野
生
動
植
物
の
保
護

④
事
業
主
の
経
費
削
減
と
そ
の
結
果
と
し

　

て
商
品
の
低
価
格
提
供

⑤
不
法
投
棄
の
防
止

⑥
先
進
的
な
取
組
に
よ
る
市
全
体
の
Ｐ
Ｒ

　

効
果

⑦
も
の
を
大
切
に
す
る
心
、
人
を
大
切
に

　

す
る
心
の
涵
養

　

が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

レ
ジ
袋
、
案
外
重
宝
さ
れ
て
い
る
が

　

無
料
で
配
ら
れ
る
レ
ジ
袋
は
案
外
重
宝

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
家
製
野
菜
を
友
達
に

あ
げ
た
り
す
る
際
や
ご
み
の
内
袋
な
ど
再

利
用
さ
れ
る
こ
と
も
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
タ
ダ
で
い
く
ら
で
も
も
ら
え

る
レ
ジ
袋
は
「
タ
ダ
の
ご
み
」
と
し
て
安

易
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

■
６
割
は
レ
ジ
袋
有
料
化
賛
成

　

平
成
20
年
１
月
に
市
内
２
０
０
０
人
の

人
に
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
有
料
化
に
賛
成
だ
と

い
う
意
見
が
６
割
あ
り
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て
興
味
深
い

報
告
書
が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
３
月
の

名
古
屋
市
緑
区
に
お
け
る
レ
ジ
袋
有
料
化

に
関
す
る
報
告
書
で
す
。

　

こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
「
レ
ジ
袋
の
有

料
化
が
店
舗
を
選
択
す
る
理
由
に
は
ほ
と

ん
ど
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
料
化
に
よ
り
レ
ジ
袋
の
辞
退

が
大
幅
に
促
進
さ
れ
、
同
時
に
マ
イ
バ
ッ

グ
等
を
持
参
す
る
割
合
い
も
向
上
し
ま
し

た
。
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
一
層
ご
み
の
分
別
・
減
量
に
取
り
組

む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
消
費
者
に
お
い

て
は
概
ね
レ
ジ
袋
有
料
化
は
前
向
き
に
受

け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
有
料
化
が

消
費
者
の
ご
み
問
題
・
環
境
問
題
に
対
す

る
意
識
の
向
上
と
行
動
を
促
進
す
る
効
果

を
も
た
ら
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

商工会による検討の様子

マイバック愛好家の皆さんにレジ袋有料化について尋ねてみました

　
　
　

毎
回
も
ら
う
レ
ジ
袋

　

が
ご
み
に
な
る
か
ら
７
年
位
前

か
ら
マ
イ
バ
ッ
ク
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
レ
ジ
袋
有
料
化
は
ご
み
の
削
減

に
役
立
つ
の
で
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
達
人
さ
ん
）

　
　
　

２
年
程
前
か
ら
環
境

　

問
題
を
考
え
て
マ
イ
バ
ッ
ク
を

　

利
用
し
て
い
ま
す
。
環
境
の
こ
と

　

を
考
え
れ
ば
レ
ジ
袋
有
料
化
は

　
　

賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
（
佐
代
子
さ
ん
）

　
　
　

買
い
物
の
時
に
ポ　
　

　

イ
ン
ト
が
た
ま
る
の
で
昨　

　

年
か
ら
マ
イ
バ
ッ
ク
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
の
で
レ

　

ジ
袋
有
料
化
は
賛
成
で
す
。

　
　
　
　
（
清
楓
さ
ん
）

　
　
　
　

１
年
以
上
前

　
　
　

か
ら
利
用
し
て
い

　
　

ま
す
。
バ
ッ
グ
の
種
類
も

　

増
え
て
き
て
、
ポ
イ
ン
ト
等
で
お

得
な
の
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
レ
ジ

袋
有
料
化
は
現
状
の
ま
ま
マ
イ
バ
ッ

　

ク
持
参
の
ポ
イ
ン
ト
割
引
等
で
良

　
　
　

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
美
紀
さ
ん
）



　

松
山
町
尾
野
見
で
畜
産
業
を
営
む
井
手

さ
ん
は「
都
城
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ
ブ
」

の
会
員
で
、
主
に
松
山
町
に
あ
る
宮
田
山

で
仲
間
と
共
に
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
井
手
さ
ん
が
弟
に
誘
わ
れ
て
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
始
め
て
８
年
に
な
り
ま
す

が
、
以
前
は
宮
田
山
の
上
空
を
飛
び
交
う

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
見
な
が
ら
「
気
持
ち

良
さ
そ
う
に
飛
ん
で
い
る
が
、
現
実
離
れ

し
て
い
て
ま
さ
か
自
分
が
飛
べ
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
と
て
も
楽
し
く
、

真
剣
に
取
り
組
め
ば
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
楽
し
め
る
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
で

す
」
と
井
手
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

宮
田
山
の
風
向
き
が
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
フ
ラ
イ
ト
に
適
し
た
日
は
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
飛
び
に
行
き
ま
す
。
志
布
志
湾
か
ら

吹
く
南
風
だ
と
天
気
予
報
に
出
る
と
、
仲

間
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
一
緒
に
上
が
り

ま
す
。
飛
行
は
安
全
の
た
め
に
一
人
で
は

フ
ラ
イ
ト
し
ま
せ
ん
し
、
気
象
条
件
が
大

き
く
影
響
す
る
た
め
、
雨
降
り
や
風
が
強

い
時
、
離
陸
場
に
正
面
か
ら
の
風
が
入
ら

な
い
と
き
、
気
流
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る

と
き
な
ど
は
飛
び
ま
せ
ん
。

　

取
材
に
訪
れ
た
日
も
山
頂
に
は
多
く
の

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
日
は
正
午
頃

は
フ
ラ
イ
ト
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

は
風
向
き
が
悪
く
、
山
頂
で
数
時
間
待
っ

て
、
風
向
き
が
好
転
し
そ
う
も
な
い
と
諦

め
全
員
宮
田
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
「
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
自
然
の
風
の
力

だ
け
を
頼
り
に
飛
ぶ
の
で
、
天
気
予
報
に

は
敏
感
に
な
り
ま
す
。
永
い
時
間
風
待
ち

を
す
る
時
が
有
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

時
は
パ
ラ
談
義
に
花
が
咲
き
話
が
盛
り
上

が
り
ま
す
」
と
井
手
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
国
家
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
間
航
空
規
約
で
は
航

空
機
と
さ
れ
、ス
ク
ー
ル
や
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

飛
行
技
術
と
航
空
理
論
や
法
規
、
気
象
学
の

教
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

多
忙
な
毎
日
で
す
が
「
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
」
で
数
時
間
の
空
の
散
歩
を
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
仕
事
も
張
り
合
い
を

持
っ
て
頑
張
れ
る
と
い
い
ま
す
。
自
然
を

愛
し
、移
ゆ
く
季
節
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

仲
間
と
と
も
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
空
の

散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

宮田山山頂で風を待つ井手さん

Vol26.井手　　　さん（54 歳）

宮田山は初心者から上級者まで多くのパラグライダーファンが集まります　※このフライト場を使用するには許可が必要になります
※興味のある方はお気軽にご一報ください　■問い合わせ先　都城パラグライダークラブ　℡ 080-1734-5694（中村） 2009.1 ■市報しぶし　22

　

12
月
10
日
、
東
洋
埠
頭
㈱
志
布
志
支
店

で
、
若
潮
酒
造
株
式
会
社
が
製
造
、
販
売

す
る
「
さ
つ
ま
黒
若
潮
」
の
詰
め
込
み
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
１
０
０

ケ
ー
ス
、
５
合
瓶
１
２
０
０
本
の
大
量
輸

出
で
す
。

　

こ
れ
は
、
中
国
に
運
ば
れ
、
現
地
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
並

ぶ
予
定
で
、
志
布
志
港
を
出
港
後
、
天て

ん
し
ん津

新
港
に
降
ろ
さ
れ
、
北
京
や
上
海
に
運
ば

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
現
在
焼
酎
を
飲
む
文
化
は
あ

ま
り
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
大
型
デ
パ
ー
ト
な
ど
に

お
い
て
あ
り
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
に
継
ぐ
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
と
し
て
注
目
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
の
焼
酎
は
今
年
４
月
か
ら
10

コ
ン
テ
ナ
ほ
ど
、
志
布
志
港
か
ら
中
国
に
向

け
て
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
潮
酒
造
株
式
会
社
の
下
戸
誠
司
さ
ん

は
「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
志
布
志
ブ
ラ
ン

ド
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
洋
埠
頭
株
式
会
社
の
富
高
四

郎
さ
ん
は
「
今
回
志
布
志
港
か
ら
地
元
の

産
品
を
輸
出
し
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
志
布
志
港
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
国
際
港
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
出

来
る
港
で
あ
り
、
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
展
開
可
能
な
港
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
志
布
志
港
を
利
用
し

た
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
展
開
し
て
頂

き
、
志
布
志
港
を
よ
り
身
近
な
港
と

し
て
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

志
布
志
市
は
、
今
年
度
か
ら
「
志

布
志
港
か
ら
の
食
品
輸
出
」
に
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
若

潮
酒
造
株
式
会
社
の
輸
出
が
大
き
な

弾
み
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

志
布
志
を
含
め
、
鹿
児
島
・
宮
崎

は
食
の
宝
庫
で
す
。
志
布
志
港
か
ら

世
界
へ
、
自
慢
の
食
品
が
ど
ん
ど
ん

輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

さ
つ
ま
�
�
�

黒若潮


海
を
渡
る
�！　
～
志
布
志
港
か
ら
中
国
へ
初
輸
出
～

 ( 公共 ) 若浜中央ふ頭 2号岸壁

 

工事場所フェリーターミナル

　（公共）若浜中央ふ頭 2号岸壁（現在、「さんふ
らわあ」が利用）は、昭和 62 年度に完成してか
ら 21 年経過し、ひび割れや陥没が発生するなど、
老朽化が進んでいる状況にあります。
今回、ひび割れや陥没を補修する工事を平成 21
年 2 月～平成 22 年 2 月（予定）まで実施いたし
ます。
　���������������������一般市民の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたし
ますが、皆様の安全を優先して工事を進めて参り
ますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいた
します。
　���������������������工事に関するお問い合わせは、下記までお願い
いたします。
■問い合わせ先　国土交通省 志布志港湾事務所
　　　　　　　������ ��������　保全課　℡ 472-3831

岸壁改良工事のお知らせ

老朽化が進んだ若浜中央ふ頭 2 号岸壁

黒若潮の初出荷の様子

あなたも空の散歩を楽しみませんか？

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）
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山
田
水
産
は
、
大
分
県
佐
伯

市
に
本
社
を
置
き
、
大
分
県
・

宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
の
3
県
に

11
営
業
所
を
設
置
し
塩
干
シ

シ
ャ
モ
・
う
な
ぎ
蒲
焼
・
さ
ん

ま
蒲
焼
等
の
水
産
食
品
製
造
と

養
殖
用
餌
料
販
売
及
び
う
な
ぎ
・
ひ
ら

め
養
殖
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

山
田
水
産
㈱
有
明
事
業
所
は
、
志
布

志
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、

す
ぐ
隣
に
は
、
菱
田
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
平
成
9
年
11
月
に
養
鰻
場
を
新
設

し
、
稚
魚
か
ら
鰻
を
育
て
「
蒲
焼
き
加

工
」
ま
で
の
一
貫
体
制
を
確
立
し
て
お

り「
安
心
・
安
全
」で
お
い
し
い「
う
な
ぎ
」

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
４
つ

の
養
鰻
場
が
隣
接
し
、
年
間
１
２
０
０

㌧
の
生
産
能
力
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
「
無
投
薬
養
殖
」
に
つ
い
て
は
、

稚
魚
か
ら

成
魚
に
い

た
る
ま
で
、

薬
物
を
一

切
使
用
し

な
い
と
い

う
も
の
で
、

日
本
の
水

産
養
殖
で

は
初
め
て
第
三
者
認

証
機
関
の
㈱
農
水
産

ID
の
認
証
を
取
得
し

て
い
ま
す
。

　

養
鰻
場
に
は
各
敷

地
内
に
管
理
棟
（
居

住
施
設
）
が
あ
り
24

時
間
体
制
で
う
な
ぎ

の
養
殖
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
鰻
は
霧
島
湧
水
う
な
ぎ
と
し

て
全
国
の
大
手
デ
パ
ー
ト
や
市
内
の

ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
も
並
ん
で
お
り
お

馴
染
み
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
鰻
事
業
部
養
鰻
チ
ー
ム
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
加
藤
尚
武
さ
ん
（
写
真

左
）
と
加
工
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

上
杉
利
幸
さ
ん
（
写
真
右
）
に
工
場
や

養
鰻
施
設
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

加
工
場
は
広
い
敷
地
を
生
か
し
た
直

線
的
な
ラ
イ
ン
が
特
徴
で
、
衛
生
的
な

施
設
で
、
地
元
の
方
や
海
外
か
ら
の
研

修
生
な
ど
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
産
地
偽
装
問
題
に
つ
い
て
加

藤
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

の
数
に
変
化
が
な
い
た
め
、
鰻
の
生
産

量
を
極
端
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
無
投
薬
で
養
殖
し
て
い
る

た
め
、
生
産
に
は
人
手
が
か
か
り
、
そ

の
生
産
量
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
」
と

話
し
、
需
要
が
大
き
く
な
っ
て
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
生
産
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
に
対
す
る
従
業
員
の
教

育
に
は
特
に
力
を
注
い
で
お
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
文
面

だ
け
で
な
く
、
そ

の
意
思
伝
達
を
行

う
た
め
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
だ
と
い
い
、

両
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

自
ら
現
場
に
出
向

き
、
指
導
だ
け
で

な
く
現
場
の
状
況

の
把
握
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

９
月
10
日
に
山

田
水
産
本
社
の
創

立
35
周
年
を
迎
え
た
若
い
企
業
で
、
生

産
過
程
の
全
て
に
お
い
て
「
メ
ー
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
貫
い
て
い
ま
す
。

消
費
者
が
求
め
る
『
安
心
・
安
全
・
美

味
し
さ
』
の
確
立
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
未
来
志
向
の
食
文
化
を
創
っ
て

い
き
ま
す
。

山田水産㈱有明事業所・養鰻事業
●事業内容　うなぎ蒲焼加工場・養鰻事業
●所在地　志布志市有明町野井倉 3581
●従業員数　110 人（有明事業所）・37 人（養鰻）
●創立　平成11年（有明事業所）・平成9年（養鰻）

志布志企業訪問
vol.6

多忙な中案内していただきました

衛生管理の行き届いた工場内

工場内の様子

勝
負
は
こ
れ
か
ら
だ

　

男
女
共
同

参
画
と
い
う

と
「
男
ら
し

さ
や
女
ら
し

さ
を
否
定
す

る
悪
し
き
企

て
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
意
見
が
登
場
す
る
。
さ
ら
に

否
定
的
な
意
見
と
し
て
「
女
性
も
男
性
な
み
に
働
け
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
に
は
無
理
で
す
」
と
い
っ
た

声
を
女
性
か
ら
聞
く
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
報
告
書
や
資
料
を
読
む
と
、

男
（
女
）
ら
し
さ
と
い
っ
た
性
別
の
固
有
性
を
否
定
す
る
文
言
に

出
く
わ
す
こ
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
な
い
。
長
時
間
労

働
す
る
男
性
と
同
様
に
す
べ
て
の
女
性
が
働
く
こ
と
を
強
制
す
る

主
張
な
ど
存
在
し
な
い
。

　

共
同
参
画
に
し
て
も
、
近
年
注
目
の
集
ま
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
是
正
措
置
）
に
し
て
も
、
性
別
に
よ
る
違
い

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
れ
ら
は
、
性
別
を
超
え
て
個
々
人
の
意
欲
や
能
力
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
を
進
め
る
企
業
で
、女
性
と
い
う
こ
と
で
特
別
優
遇
す
る
と
か
、

逆
に
男
女
の
違
い
を
過
度
に
排
除
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
見

ら
れ
な
い
。

　

あ
る
経
営
者
は
言
う
。「
ウ
チ
は
男
女
共
同
参
画
な
ん
か
、
考

え
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
も
あ
る
け
れ

ど
、
一
人
ひ
と
り
違
う
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
は
も
っ
と
大
切
に
す
る
。

そ
れ
が
社
員
の
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て
、
結
局
会
社
の
利
益
に
な

る
」
こ
れ
が
男
女
共
同
参
画
を
実
践
す
る
企
業
の
姿
で
あ
る
。
そ

ん
な
企
業
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

　

別
の
経
営
者
は
「
成
果
は
３
年
か
ら
５
年
後
」
と
指
摘
す
る
。

今
後
、
人
手
不
足
、
特
に
個
性
的
で
能
力
の
あ
る
人
材
の
欠
如
を

深
刻
化
す
る
声
は
強
ま
る
。
そ
の
と
き
慌
て
て
も
後
の
祭
り
で
あ

る
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
「
志
布

志
市
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
～
男ひ

と女
が
と
も
に
認
め
合
い
、

い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

～
」
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
男

女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
支
え
あ
う
社

会
を
築
く
こ
と
、
そ
し
て
、
市
・
市
民
・

事
業
者
・
各
種
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い

に
協
働
し
、
全
て
の
ひ
と
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
き
活
き
と
輝
い
て
生
き
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

市
民
み
ん
な
の
明
る
い
声
が
響
き
合

い
、
市
民
が
「
住
み
た
い
ま
ち
・
住

ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
」
と
心
か
ら
誇

れ
る
ま
ち
を
創
り
上
げ
、
次
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

『
み
ん
な
が
主
役
の
講
演
会
』を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

■
子
育
て
に
凹
ん
で
も
大
丈
夫
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
見
講
演
会

■
日
時　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場　

市
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

■
テ
ー
マ

　

～
子
ど
も
を
育
て
る

　
　

と
っ
て
お
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

「
子
ど
も
に
愛
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
か
？
」

■
託
児　

１
歳
～
未
就
学
児（
要
予
約
）

■
申
込
方
法　

お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
０
）

　

Fax 

４
７
４
ー
２
２
８
１

東京大学
　社会科学研究所

准教授　玄田有史氏

11

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時　　■開設場所：有明農村環境改善センター内
■フリーダイヤル（平日、8 時 30 分～ 17 時）　 0120-786-054（なやむ・おごじょ）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.35  

■講師
　������竹内成彦さん

（心理カウンセラー）
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

散
水
器
具
設
置
の
申
込
み
は
お

早
め
に
！
！

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
散
水
器
具
設

置
に
つ
い
て
は
、
県
営
事
業
実
施
期
間

中
は
約
８
割
の
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、

県
営
事
業
が
終
了
し
ま
す
と
補
助
が
な

く
な
り
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
県
営
事
業
は
、
曽
於
東
部
地
区

が
23
年
度
、
曽
於
南
部
地
区
が
25
年
度

で
終
了
し
ま
す
の
で
、
申
込
み
に
つ
い

て
は
、
県
営
事
業
終
了
年
度
の
１
年
前

ま
で
に
申
し
込
ま
な
い
と
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

散
水
器
具
設
置
を
申
し
込
ま
れ
る
場

合
は
、
曽
於
東
部
地
区
が
平
成
22
年
度

（
平
成
23
年
３
月
末
）
ま
で
、
曽
於
南

部
地
区
が
平
成
24
年
度
（
平
成
25
年
３

月
末
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
設
置
に
つ
い
て
は
、
通
水
地

区
で
あ
る
こ
と
を
優
先
に
申
し
込
み
順

に
設
置
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
な
お
、散
水
器
具
の
機
種
・

メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
方
が

自
由
に
指
定
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望

が
あ
れ
ば
県
と
の
打
合
せ
時
に
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
散
水
器
具
の
実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

畑
か
ん
営
農
推
進
活
動
の
一
環
と
し

て
、
11
月
20
、
21
日
に
松
山
町
尾
野
見

で
松
山
・
志
布
志
地
区
を
対
象
と
し
て
、

12
月
４
日
に
有
明
町
野
神
で
有
明
地
区

の
21
年
度
通
水
予
定
地
域
を
対
象
と
し

て
、
畑
か
ん
散
水
器
具
の
用
途
や
特
徴

に
つ
い
て
の
説
明
・
操
作
実
演
会
を
開

催
し
、
２
会
場
と
も
約
50
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

21
年
度
も
引
き
続
き
散
水
器
具
の
実

演
会
を
開
催
す
る
計
画
で
す
の
で
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
散
水
器
具
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記
機
関
に
お
気
軽
に
お
訪
ね

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

℡
４
７
１
ー
０
１
７
１

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
０
９
８
６
ー
７
６
ー
７
９
６
４

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
３
１
・
４
１
０
）

※コラム出典：「男女共同参画の広報のために」（男女共同参画の広報啓発に関する研究所製作）

　日常生活の中で何気なく使っている
言葉や一見なんら問題と感じないよう

な表現にも、男性中心社会や男尊女卑的感覚が反映され、誤ったメッセー
ジを伝えてしまうものがあります。固定的な見方にとらわれず、男女を公
正に扱い、男女の対等な関係を表す表現になるよう心がけたいものです。
見直したい表現 こんな表現もできます 区分
サラリーマン
父兄
キーマン
カメラマン

会社員
保護者
キーパーソン
写真家、フォトグラファー

男性を優先させ
る、両性の代表と
なる表現

ＯＬ　キャリアウーマン
女医
女性弁護士
女流作家
女子アナ
帰国子女

会社員
医師
弁護士
作家
アナウンサー
帰国児童

女性であることを
強調する表現

嫁・婿
主人　亭主　だんな
奥さん　家内
女房役

息子の妻・娘の�夫
夫　配偶者　パートナー
妻　配偶者　パートナー
補佐役

古くからの観念
（家制度など）に
とらわれた表現

保母
保健婦、助産婦、看護婦
スチュワーデス
寮母

保育士
保健師、助産師、看護師
客室乗務員
寮務員

性別により役割を
限定する表現

大丈夫ですか？
  　「言葉の使い方」

大切に育てられたウナギの出荷前の選別

きれいで豊かな湧水を使った養鰻施設

 

ダム

ＦＰ

ファームポンド

幹線水路 支線水路
給水栓

農家負担はありません

散水器具

スプリンクラー
等設置には農家
負担があります

事業費の約
２割を負担

25　市報しぶし■ 2009.1
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　

平成 20 年度　志布志市生涯学習フェスティバル
志布志市文化会館・志布志市立図書館
■ 21 日（土）　12:50 ～ 16:50　生涯学習推進大会
　●表彰（教育功労者・花いっぱいコンクール・子ほめ等）
　●表彰伝達（全国・九州地区表彰者及び団体）
　●学習成果発表
　　（幼稚園小中学校発表・小中高体験発表・子ほめ被表
　　彰発表・生涯学習事例発表・生涯学習発表等）
　●生涯学習まちづくり記念トーク＆ライブ
　　原口　泉（時代考証）　　VS　吉俣　良（音楽担当）

NHK大河ドラマ『篤姫』の感動をもう一度
「幕末のファーストレディ『篤姫』とまちづくり」（仮題）

■ 22 日（日）9:30 ～ 16:50
　　　生涯学習グランドフィナーレ　
　●表彰（生涯学習功労者・大会スローガン）
　●講座生舞台展示発表　●お楽しみ抽選会
　●ふれあい体験広場
　●なんでもバザー　●つけもの名人コンクール
　●笑顔いっぱいフォトコンテスト
　●おにぎり作り体験コーナー（抽選会もあります）
　●かえっこバザール・バルーンアート　等

２月21日（土）
22日（日）～さあ 始めよう！

　生きがいづくり　仲間づくり～

第 3 回 志 布 志 市 生 涯 学 習 の ま ち づ く り
 花いっぱいコンクール
～職場・地域・学校・家庭であなたも応募参加してみませんか～
■応募締切　２月 6日 ( 金 )
　●学校の部
　●地域・職場の部
　●家庭花壇の部
　●ガーデニングの部

つけもの名人コンクール
～世界にオンリーワンのあなただけの味を～

つけもの名人募集！
■応募締切　2月 6日 ( 金 )
■作品納入日 2月 21 日 ( 土 )
■納品場所　生涯学習センター
■審査日時　2月 22 日 ( 日 ) 11 時から 14 時
■審査方法　一般投票により決定します

☆★☆★笑顔いっぱい志あふれる生涯学習のまちづくり★☆★☆
 ２００９笑顔フォトコンテスト
  　　　素敵な笑顔の写真を募集中です！
　■締切・出品先　2月 14 日 ( 土 ) 生涯学習センター
　■出品規格　四つ切（254 × 305）サイズまで　　■出品点数　一人 3点まで
　■審査日時及び審査方法　2月 22 日 ( 日 ) １１：００～１４：００
　　　　　　　　　　　　　フェスティバル会場に展示　一般投票による
　■表　彰　ベスト笑顔大賞をグランドフィナーレで表彰

■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

　

11
月
29
日
、
松
山
の
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
、
曽
於
地
区
内
約
７
０
０

人
の
参
加
の
中
「
地
域
や
学
校
の
特
色
を

生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
育

む
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
家
庭
教
育
の
在
り
方
」

の
研
究
主
題
の
も
と
、
県
Ｐ
委
嘱
公
開
の

活
動
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

全
体
会
、
講
演
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容

の
濃
い
、参
加
者
全
員
の
心
を
引
き
込
む
、

す
ば
ら
し
い
発
表
や
講
演
で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
尾
野
見

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
劇
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
あ
る
家
庭
の
父
親
の
、
消

防
団
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
対
す
る
積
極
的
な

姿
、
そ
し
て
そ
れ
を
支

え
る
家
族
の
絆
と
い
っ

た
も
の
を
、
温
か
く
か

つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
演
技

さ
れ
、
参
加
者
の
目
を

釘
付
け
に
す
る
劇
で
し

た
。

　

全
体
会
で
は
、
松
山

小
、
泰
野
小
、
松
山
中

の
３
つ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
表
が
あ
り
、

「
読
書
活
動
が
子
ど
も
の
健
全
育
成

に
役
立
っ
て
い
る
（
松
山
小
）」、「
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
全
会
員
で

役
割
分
担
し
て
い
る
（
泰
野
小
）」、

「
生
徒
と
の
ふ
れ
合
い
活
動
を
増
や

し
て
い
る

（
松
山
中
）」

な
ど
の
成

果
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発

表
に
対
し
、
県
教
育
庁
寺
薗

社
会
教
育
主
事
か
ら
、
各
活

動
の
継
続
を
期
待
す
る
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
で
は
、
松
山
ブ
ロ
ッ

ク
の
保
護
者
の
手
作
り
に
よ

る
煮
し
め
や
お
菓
子
等
が
全
員
に
振
る
舞

わ
れ
、
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

最
後
に
、
山
本
文
子
先
生
（
助
産
師
、

い
の
ち
の
応
援
舎
代
表
）の
講
演
が
あ
り
、

「
い
の
ち
っ
て
あ
っ
た
か
い
」
の
演
題
の

も
と
、
性
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
熱
弁

を
ふ
る
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
そ

の
勢
い
に
引
き
こ
ま
れ
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
の
重
み
を
感
じ
た
す
ば
ら
し
い
講
演

で
し
た
。

　

松
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
丸
と
な
り
、
参
加

者
の
心
を
引
き
込
む
内
容
の
濃
い
大
会
で

し
た
。

感
動
！
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開 

 

～
志
布
志
市
松
山
大
会
～

■日時　平成 21 年 2月 8日（日）
　　　　17 時開場　17 時 30 分開演
■会場　志布志市文化会館
■料金	 Ｓ席 4、000 円　Ａ席 3、000 円
   （税込）	Ｂ席 2、000 円　Ｃ席 1、000 円
■問い合わせ先　市文化会館（℡ 472-3050）

【プレイガイド】島津 / くにみ書店 / サンポートしぶしアピア
　市内郵便局（簡易郵便局除く）/ ブラッだいわ鹿屋店 / 津曲書店西浜店
　市文化会館 / やっちくふれあいセンター / 市役所売店 / チケットぴあ

み
ん
な
、
同
じ
命
。

同
じ
ぬ
く
も
り
。

命
を
か
け
て
守
り
あ
っ
た
、
象
と
人
間
の
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

山本文子氏による講演

多くの参加者でにぎわいました

2 月は生涯学習推進月間です！

会場を沸かせた尾野見小 PTA の演劇

図書館まつり　読み聞かせ（21 日）
ブックマーケット（22 日）

教育委員会情報ネット



　

有
明
町
原
田
東ひ

が
し
し
も

下
の
近
く
、
茶
畑
の
真

ん
中
に
雑
木
が
生
い
茂
る
こ
ん
も
り
と
し

た
丘
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
丘

の
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
、
市
指
定
文
化

財
「
原は

ら
だ
こ
ふ
ん

田
古
墳
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

古
墳
は
、
一
般
的
に
は
土
を
高
く
盛
り

上
げ
て
造
っ
た
古
代
の
墓
の
こ
と
で
、
特

に
日
本
で
は
三
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に

至
る
ま
で
の
高た

か
つ
か塚
を
指
し
ま
す
。

　　

原
田
古
墳
は
上
か
ら
見
た
形
か
ら

「
円え

ん
ふ
ん墳
」
と
呼
ば
れ
る
高
塚
古
墳
に
分

類
さ
れ
、
そ
の
他
の
古
墳
に
は
四
角

い
形
の
「
方ほ

う
ふ
ん墳

」、
鍵
穴
の
形
に
似
た

「
前ぜ

ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

方
後
円
墳
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

志
布
志
市
内
に
は
原
田
古
墳
の
他
、
志

布
志
町
夏
井
ダ
グ
リ
岬
の
飯い

い
も
り
や
ま
こ
ふ
ん

盛
山
古
墳
、

志
布
志
町
安
楽
の
小こ

ま
き
こ
ふ
ん
ぐ
ん

牧
古
墳
群
、
有
明
町

野
神
の
岩い

わ
や
こ
ふ
ん
ぐ
ん

屋
古
墳
群
等
が
点
在
し
て
お

県
人
吉
盆
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

原
田
古
墳
は
直
径
四
十
メ
ー
ト
ル
、
周

囲
一
二
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
で
す
。
円
墳
と
し
て
は
鹿
児

島
県
内
最
大
の
規
模
で
あ
り
、
直
径
四
十

メ
ー
ト
ル
規
模
の
円
墳
は
全
国
的
に
も
ご

く
稀
な
も
の
で
す
。

　

古
墳
の
中
腹
に
は
段
を
つ
け
て
盛
り
、

土
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

古
墳
の
規
模
は
そ
の
身
分
を
示
す
も
の

で
、
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
だ
け
、

埋ま
い
そ
う
し
ゃ

葬
者
の
権
力
を
誇
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
原
田
古
墳
の
埋
葬
者
が

誰
な
の
か
は
、
学
術
的
な
調
査
が
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

地
元
の
言
い
伝
え
で
は
日
本
神
話
に
登

場
す
る
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
墓
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
田
古
墳
か
ら
西
に
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
行
く
と
本も

と
み
や
ば
し

宮
橋
が
あ
り
、
そ
の

橋
の
近
く
に
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
祭

神
と
す
る
妻つ

ま（
都
萬
）神じ

ん
じ
ゃ社
の
旧も

と
み
や宮
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、
天て

ん
も
ん文
九
年
（
一
五
四
〇
）
大

崎
町
上
町
に
遷せ

ん
ざ座
（
移
転
す
る
こ
と
）
さ

れ
た
と
『
三さ

ん
ご
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

国
名
勝
図
会
』
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
も
旧
宮
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
「
元も

と
み
や宮

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
旧
宮
は
地
元
の
人
た
ち
に
大
事
に

さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
都
萬
神
社
に
残
る

棟
札
の
裏
に
、
鳥
居
な
ど
の
造
立
に
あ
た

り
「
原
田
中
氏
人
皆
加
志
」
と
あ
り
、
原

田
地
区
内
の
十
一
門か

ど

全
員
が
協
力
し
た
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
大
事
に
さ
れ
た
コ
ノ
ハ
ナ
サ

ク
ヤ
ヒ
メ
を
祭
神
と
す
る
妻
神
社
が
、

旧
宮
近
く
の
大
き
な
墳
丘
を
も
つ
原
田

古
墳
を
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
墓

と
し
て
祀ま

つ

り
、
神
社
遷
座
後
も
、
語
り

継
が
れ
た
こ
と
は
地
元
の
人
々
に
と
っ

て
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

り
、
大
小
含
め
て
市
内
に
は
十
ヵ
所
余
り

の
古
墳
及
び
古
墳
群
が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
古
墳
の
分
布
は
、
大
隅
半
島

に
お
い
て
は
志
布
志
湾
沿
岸
部
に
拡
が
っ

て
い
て
、
初
期
の
大や

ま
と
せ
い
け
ん

和
政
権
と
の
繋
が
り

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
古
墳
が
造
ら
れ
た
時
期
に
並
行

し
て
、
志
布
志
市
内
で
は
「
地ち

か
し
き

下
式
横よ

こ
あ
な穴

墓ぼ

」
と
い
う
独
特
の
埋
葬
形
態
の
墓
も
有

明
町
蓬
原
や
原
田
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
地
下
式
横
穴
墓
」
は
地
表
か
ら
竪た

て
あ
な穴

を
掘
り
、
そ
の
竪
穴
の
底
か
ら
横
方
向
に

掘
り
進
め
て
、
玄げ

ん
し
つ室
と
い
う
遺
体
を
置
く

部
屋
を
造
る
墓
で
す
。こ
の
埋
葬
形
態
は
、

宮
崎
県
平
野
部
・
内
陸
部
、
志
布
志
湾
岸

及
び
内
陸
部
、
川
内
川
上
流
域
部
、
熊
本

木が生い茂る原田の古墳

2009.1 ■市報しぶし　28

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館
情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会	 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会	 14 時～

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■人情屋横丁　山本　一力　著

　料理の温もり、旨み、ほろ苦
さ。人生の想いが、ここにある！
母の味、家族団欒の風景旅先の
料理・・・。人気直木賞作家の
食と旅の心温まるエッセイ。

■雪白の月　碧野　圭　箸
　高校生の娘をもつワーキン
グマザー編集者・雨宮奈津子、
４２歳。担当の大作家、そして
同僚との恋愛。彼女の恋に、未
来はあるのか？働く女性の「リ
アル」を描く恋愛小説。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「今年の干支　丑」

各分館の催し物（こま作り工作＆読み聞かせ会）

■ 1月 24 日（土）	 午前 10 時	 有明分館（改善センター内）
	 午前 10 時 30 分	 志布志分館
	 午後 ２ 時	 松山分館（ふれあいセンター内）
■ 1月 31 日（土）	 午後 ２ 時	 安楽分館

今月のテーマ図書
「ふゆ」

休館日カレンダー（本館）
January　1 月

日 月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

February　2 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

○
○

○

○

○

知っていますか？図書館の役割

　図書館には次のような役割があります。
①地域の情報の拠点施設としての役割…本や雑誌、新
　聞、インターネット等が整備されており、市民みな
　さんの生活に必要な様々な情報を利用できます。
②地域の読書施設としての役割…たくさんの本に囲ま
　れ、気軽に読書したり、種々の辞書類を身近にして
　調べ物をしたりすることができます。
③地域の様々な情報や資料を保存し、活用する役割…
　郷土資料 ( 伝統文化や歴史等 ) などを保存・活用し、
　後世に残し伝える。
④市民の生涯学習を支援する役割…個人個人が学習す
　るために必要な資料を準備し、学習の場を提供して、
　市民の生涯学習を幅広く支援する。
　このような役割を果たすためには、利用する施設、

利用する資料、利用する人、利用者の求めに応じる職
員が必要不可欠です。

■
第
九
話　

原は
ら
だ田
の
古こ

ふ
ん墳

明けましておめでとうございます。
本年も市立図書館をよろしくお願いいたします。
市立図書館には、約 14 万冊の蔵書（本）があり、市民のみなさんのご利用をお待ちいたしております。市立図書
館は社会教育の中心的施設で、市民のみなさんが利用することで育ち、発展します。今年も市立図書館に大いに足
を運んで多くの本に触れて活用してください。

本　館

松山分館有明分館

様々なイベントも行っています
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郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚
と、サンポートしぶしアピア
商品券「1000 円分」を 5 人
の方にプレゼントします。（発
表は発送をもってかえさせて
いただきます）

（No.037/2009-1）

吉室　　さん（88 歳）　　　　 　　　　　　　　　有明町伊﨑田
　吉室さんはとても元気なおばあちゃんです。現在も農業の手伝

いをしており、イチゴの出荷時期には孫がパックに入れたものにフィ
ルムを貼る仕事をしています。

　好きな食べ物はふかしたさつまいもで「毎日、おいもを食べているせ
いかお肌もつるつるですよ」と笑います。家族とともに暮らしていますが、

肉類が苦手なため自分の分の食事は自分で作るほか、炊事や洗濯の家事も行っ
ています。また、テレビでサッカーの試合をテレビ観戦するのが好きで、放送が
あるときはいつも見るようにしているといいます。
　白菜やニンジン、里芋といったものを家庭菜園で育てています。また、ビニー
ルハウス内ではパイナップルも育てています。これは、食べた時のヘタの部分を
捨てずに土に埋めておいたもので、毎年パイナップルの収穫を楽しんでいます。
　2日に一度、往復 1㌔の道のりをあるいて墓参りにいき、大阪にいるひ孫の顔を
見るのを楽しみに、子どもや孫とともに毎日を楽しく元気に過ごしています。

　　　周
しゅうと

冬ちゃん（1歳）
　　　　　　　　（志布志町安楽）
父　直也さん　母　綾さん

　僕が今一番好きなものはごはん！毎
日ママのごはんを残さずに食べるよ！
　その次に好きなのは、ノンたんの人
形かな？いつも一緒に寝るんだ。
　僕のパパはサッカーが上手なんだ
よ。僕も早くパパと一緒にサッカーが
したいな。　　　　　　　　（両親より）

　　　楓
ふうと

迅ちゃん（3歳）　　　（有明町蓬原）
父　優二さん　母　加奈子さん

　カレーが大好きで、パパと毎日じゃれ合っ
たり、ブロックで色んな物を作って家族を笑
顔にしてくれてありがとう。
　そして、家の牛舎は楓ちゃんの遊び場です！
　元気いっぱい、いたずら盛り。これからも
たくましく育ってね！　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

ＪＯ／ＫＥＲ
　志布志を拠点にヴィジュアル系バンドと
して活動しています。主に Janne Da Arc、
Acid Black Cherry の曲をコピーしていま
す。活動して 2 年半経ち、ライヴに来て
くださる方も増え、皆様の応援により活動
を頑張っています。
　これからもＪＯＫＥＲを通じてヴィジュ
アル系の良さ、衣装などに興味を持ってい
ただけたら嬉しいです。
ＪＯ／ＫＥＲ大ファン（るったん）から一言：
　ＪＯ／ＫＥＲメンバーは礼儀正しくて、人
なつっこく可愛いです。ヴィジュアル系の
コピーバンドとして、着実に腕を上げて、
ファンからも熱い視線を浴びています。彼
らを通じて、仲間の輪も広がりました。
　志布志からＪＯ／ＫＥＲが『音楽』を発信
し、羽ばたいて益々注目されることを願っ
ています。
　皆さん、是非ライヴに足を運んでみてく
ださい。元気をもらえますよ !

ボーカル・魅
み や び

歌美（新畑　　） 27 歳
志布志市志布志町

趣味 : 音楽鑑賞、服集め、カラオケ
「2009 年はオリジナル曲をやりたいと

思っています。期待してください♡」

ギター・紅
こ う

憂（小城　） 23 歳
曽於郡大崎町

趣味 : ギターの練習、ドライブ
「ギターに興味のある人、本当に楽しい

楽器なので、ぜひ始めてみてください」

ベース・紫
し れ い

麗（井上　　） 21 歳
志布志市志布志町

趣味 : 愛猫と散歩、読書（マンガ）、音楽
「ＪＯ／ＫＥＲのオリジナルを作り、沢山

の方に知ってもらいたいです」

読者プレゼント
　　　海

かいと

人ちゃん（10歳） 　（松山町尾野見）
　　凜

りんか

花ちゃん（6歳）　春
はるか

花ちゃん（1歳）

　　　父　智行さん　母　直子さん
　海人くんは、いつも妹のお世話をしてくれ
てとっても助かっています。
　とってもとってもやんちゃな妹で目が離せ
ません。
　これからも、きょうだい仲良く元気に育っ
てネ♡　　　　　　　　　　　　  （両親より）
　

あ
た
や



川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

独
り
身
も
気
楽
で
い
い
と
や
せ
我
慢	

江
藤　

房
子

妻
の
趣
味
少
し
嫉
妬
の
ダ
ン
ス
会	

坂
元　

俊
幸

年
の
暮
れ
悲
鳴
を
上
げ
る
失
職
者	

高
田　

秀
雄

世
知
辛
く
悩
み
尽
き
な
い
こ
の
浮
世	

福
山　

吉
連

ケ
イ
タ
イ
に
悩
み
も
頼
る
メ
ー
ル
族	

上
東
マ
キ
エ

子
の
悩
み
叱
り
と
ば
し
た
ひ
と
昔	

赤
池　

忠
重

悩
み
ご
と
乗
り
越
え
心
鍛
え
ら
れ	

高
田　

昭
秋

老
い
先
は
悩
み
捨
て
去
り
ケ
セ
ラ
セ
ラ	

末
永　

一
雄

悩
ん
で
も
元
に
戻
ら
に
ゃ
無
駄
な
こ
と	

上
田　

和
市

悩
み
な
ど
バ
シ
ッ
叩
き
出
す
座
禅
坊	

内
山　

幸
夫

※
川
柳
会
に
入
会
さ
れ
ま
せ
ん
か
。
会
員
一
同
歓
迎
し

　

ま
す
。（
℡
４
７
９
ー
１
５
４
６
）

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

菜
園
に
虫
を
追
ふ
や
ら
四
十
雀
矢
っ
張
り
番
ひ
ね
と
笑
み
の
こ
ぼ
る
る	

畑
山
み
つ
き

直
線
の
路
傍
に
つ
づ
く
コ
ス
モ
ス
の
錦
敷
き
し
む
花
の
じ
ゅ
う
た
ん	

福
元　
　

忍

戊
申
詔
た
ま
は
り
百
年
伊
﨑
田
の
祖
父
も
子
孫
も
褌
を
し
む	

徳
田　

将
人

十
六
夜
の
月
寒
ざ
む
の
師
走
空
渡
る
夜
鴨
の
錆
び
し
一
声	

矢
野　

む
つ

運
動
会
老
い
の
楽
し
み
宝
つ
り
太
さ
重
さ
で
品
定
め
す
る	

野
口　
　

嵐

半
世
紀
前
と
変
ら
ず
足
踏
み
の
ミ
シ
ン
は
今
も
糸
目
正
し
く	

川
崎　

サ
チ

在
り
し
日
に
母
の
好
み
し
熟
し
柿
た
わ
わ
に
垂
れ
て
も
ぐ
人
も
無
し	

澤
津
川
頼
子

秋
日
和
夫
婦
で
小
庭
の
リ
ハ
ビ
リ
に
声
か
け
ら
れ
ず
ひ
そ
と
過
ぎ
た
り	

萩　
　

幸
子

夫
も
寝
て
静
け
き
夜
は
テ
レ
ビ
消
し
細
き
雨
音
し
ば
し
聞
き
い
る	

木
下
マ
キ
子

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

は
ろ
ば
ろ
と
城
を
見
に
き
て
初
時
雨	

坂
元　

幸
子

銀
杏
黄
葉
部
屋
の
中
ま
で
明
る
か
り	

本
村　

湧
水

天
高
し
よ
ち
よ
ち
両
手
上
げ
て
く
る	

春
日　

ふ
く

夕
闇
を
ど
っ
と
連
れ
く
る
時
雨
か
な	

八
久
保
千
鶴
子

家
の
味
娘
に
伝
え
味
噌
作
り	

坂
中　

恭
子

肥
後
路
ゆ
く
銀
杏
黄
葉
と
天
守
閣	

飯
野
澄
美
子

陽
の
色
に
光
り
椿
の
実
の
枝
垂
れ	

坂
本　

順
子

寒
風
の
駅
伝
み
ん
な
顔
見
知
り	

本
村
多
可
子

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

一
粒
の
米
を
惜
し
み
し
遠
き
日
の
価
値
観
に
灯
を
点
す
年
の
瀬	

南　
　

史
郎

ポ
ン
カ
ン
を
植
え
て
十
年
よ
う
や
く
に
実
の
数
ふ
や
し
色
づ
き
に
け
り	
江
蔵　

成
子

し
ま
ら
く
は
赤
き
落
ち
椿
愛め

で
む
か
な
妖
し
く
輝
く
雌
し
べ
色
濃
く	
折
田　

縫
子

柿
二
百
熟
れ
放
題
の
鎮
守
さ
ま
捥も

ぐ
子
の
姿
絶
え
て
久
し
き	

川
崎　

黒
兎

シ
ク
ラ
メ
ン
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
は
街
角
に
暖
か
き
赤
深
ま
り
て
冬	

小
宮　

展
子

捨
て
き
れ
ぬ
タ
イ
ピ
ン
十
本
箱
に
あ
り
教
え
の
庭
の
悲
喜
発
光
す	

中
園　

茂
甚

冬
雲
の
疾
く
流
れ
ゆ
き
サ
ル
ビ
ア
は
や
お
ら
霰
の
ひ
と
つ
ぶ
を
受
く	

西　
　

恭
子

胸
う
ち
の
二
つ
の
思
い
新
し
い
手
帳
に
記
す
初
春
の
朝	

松
原
ひ
ろ
え

お便り市民のこえに今月は 5通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券と
ダグリ岬遊園地の特別入園券を送ります。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）

ひ
ょ
ん
な
事
で
・
・
・

　

昨
年
、
ひ
ょ
ん
な
事
で
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
隣
に
あ
っ
た
市
報
を
と
つ

い
で
に
持
っ
て
帰
っ
て
か
ら
投
稿
を
始

め
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年
末
に
な
り

ま
し
た
。

　

と
り
あ
え
ず
、
特
に
難
し
い
話
し
は

せ
ず
に「
こ
ん
な
事
は
で
き
な
い
か
？
」

「
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
ら
良
い
な
」と
言

う
よ
う
な
事
を
書
い
た
つ
も
り
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
ら
っ
た
「
ひ
ま
わ

り
券
」
で
新
年
は
交
換
で
き
る
品
々
に

防
犯
グ
ッ
ズ
キ
ッ
ト
も
加
え
て
ほ
し
い

で
す
。
非
常
食
、
乾
パ
ン
、
飲
料
水
携

行
ト
イ
レ
等
々
と
交
換
で
き
る
と
助
か

り
ま
す
。　
（
機
龍
改
さ
ん
43
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

　

い
つ
も
、
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
券
の
交
換
で
き
る

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
担
当

に
伝
え
ま
す
。
皆
様
か
ら
お
便
り
コ
ー

ナ
ー
に
届
く
お
手
紙
は
、
市
長
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
、
市
が
市
民
の
生
の
声

を
知
る
手
段
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い

ま
す（
担
当
者
に
要
望
を
伝
え
る
際
は
、

投
稿
者
の
氏
名
等
は
匿
名
で
す
）。

病
院
に
も
「
市
報
し
ぶ
し
」
を
！

　

私
は
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
鈴
」
に

入
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
市
報

は
い
つ
も
持
ち
歩
い
て
暇
を
み
て
は
目

を
通
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
病
院
に
行
っ
た
時
、
私
が
読
ん

で
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
年
配
の
方
が

「
市
報
が
待
合
室
に
も
あ
っ
た
ら
い
い

の
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
私
な
ん

か
隠
居
だ
か
ら
来
ま
せ
ん
か
ら
ネ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
お
悔
み
の
と

こ
ろ
が
気
に
な
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
等
に
は
数
多
く
置
い
て
あ

り
、
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
助

か
り
ま
す
が
、
病
院
は
待
ち
時
間
が
長

い
の
で
、
一
冊
い
か
が
な
も
の
か
な
と

思
い
ま
す
。（
森
幸
子
さ
ん
66
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

市
報
し
ぶ
し
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、
市
内
の

ス
ー
パ
ー
等
に
設
置
の
ほ
か
、
日
曜
当

番
医
に
は
閲
覧
用
に
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
病
院
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市
報
し

ぶ
し
の
郵
送
も
年
間
１
０
０
０
円
の
送

料（
市
報
は
無
料
で
す
が
、送
料
の
み
ご

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
総
務

課
秘
書
広
報
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
自
治
会
の
隠
居
の
方

に
つ
い
て
は
、
使
送
便
で
も
対
応
し
て

い
る
自
治
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
総
務

課
行
政
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

癒
す
人
・
癒
さ
れ
る
私

　

志
布
志
町
の
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
初
め
て
電
話
し
た
の
は
、
2
Ｆ

に
用
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
身
体
障
害
者
で
、
両
足
股
関
節

を
手
術
し
て
左
足
は
人
工
関
節
で
４

級
、
そ
し
て
昨
年
の
10
月
今
度
は
膠
原

病
・
・
・
も
う
何
が
何
だ
か
分
か
ん
な

い
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で
担
当
の
方

に
話
を
し
て
い
る
と
心
が
い
や
さ
れ
ま

す
。
携
帯
に
伝
言
が
入
っ
て
い
た
り
し

た
ら
も
う
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
用
も

な
い
の
に
花
一
輪
か
か
え
て
会
い
に

行
っ
た
り
し
て
ま
す
。

　

12
月
16
日
、
山さ

ざ
ん
か

茶
花
を
一
輪
持
っ
て

行
っ
た
ら
「
ま
ぁ
き
れ
い
な
バ
ラ
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
、
男
の
人
だ
か
ら
知
ら

な
い
の
か
な
と
、
そ
ん
な
事
で
も
私
は

癒
さ
れ
大
笑
い
を
し
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
ク
ゥ
ー
さ
ん
57
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

障
害
を
抱
え
な
が
ら
懸
命
に
生
き
る

ク
ゥ
ー
さ
ん
が
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
の

優
し
さ
で
癒
さ
れ
て
い
る
お
話
し
に
心

温
ま
り
ま
し
た
。
読
ん
だ
人
が「
ホ
ッ
」

と
す
る
よ
う
な
市
報
を
作
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市

が
委
託
し
て
い
る
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
は
志
布
志
支
所
に
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
　毎月25日までに頂いたお便りが、そ
の月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象と
なりますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

俳
句
（
志
布
志
句
会
）

ま
ほ
ろ
ば
の
風
に
色
あ
る
柚
子
の
里	

木
村　

十
二

凍
て
星
を
電
飾
ト
ナ
カ
イ
見
上
げ
た
り	

市
木　

秀
邑

沢
庵
の
尻
尾
の
よ
う
に
老
い
に
け
り	

暉
俊　

康
瑞

如
意
輪
観
音
の
指
冬
を
さ
し
俺
を
さ
す	

永
山　

又
生

柿
も
み
じ
版
画
の
よ
う
に
空
に
置
く	

肥
後　

洋
子

鋤す
き
や
き焼

や
有
精
卵
の
目
に
射
ら
れ	

山
本　

節
子
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親父の会が作った高さ 5.7㍍もある門松（安楽小）

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2009.1
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支

給
し
、思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）

■
権
利
と
義
務

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
、年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
方
は
、
市
役
所
本
庁
又
は
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被

保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号
被
保
険

者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い
た

め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な

い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
「
万

が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が
な

い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

年
金
記
録
の
再
確
認
等
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
皆
様
か
ら
回
答
頂
き
ま
し
た

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
、「
訂
正

な
し
」
と
回
答
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
内
容

か
ら
み
て
ご
本
人
の
記
録
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
受
給
者
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
も
う
一
度
確
認
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
等
か
ら
、
電
話
や
訪

問
に
よ
り
、
結
び
付
く
可
能
性
が
あ
る
記

録
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
、

入
念
的
な
照
会（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
照
会
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

に
は
、
な
に
と
ぞ
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
の
旧
台

帳
の
記
録
に
つ
き
ま
し
て
も
「
回
答
は
が

き
」
に
よ
り
返
信
い
た
だ
い
た
方
に
連
絡

し
、
同
じ
よ
う
に
記
録
の
確
認
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

結
婚
前
に
お
勤
め
を
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

平
成
８
年
12
月
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に

加
入
し
て
い
た
方
は
、
以
前
の
年
金
記
録

が
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
短
期
間
で
も
会
社
に

お
勤
め
の
経
験
が
あ
る
方
は
、
鹿
屋
社

会
保
険
事
務
所
又
は
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５
）」
で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
９
年
１
月
以
降
に
初
め
て

年
金
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
基
礎
年
金
番

号
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
年
金
記
録
が
一

元
的
に
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て

　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
額
の
増

額
分
は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
分
を
含

め
て
、
ご
本
人
又
は
遺
族
の
方
へ
全
額
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
年
金
時
効
特
例
法
成
立
前

は
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結
果
、
年

金
額
が
増
額
し
た
場
合
で
も
、
消
滅
時
効

に
よ
り
直
近
の
５
年
間
分
の
年
金
に
限
っ

て
お
支
払
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
同
法
成
立
に
よ

り
５
年
を
越
え
る
期
間
に
つ
い
て
も
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

①
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
方
で
、

　

年
金
額
が
増
え
た
方

②
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
方
で
、
年

　

金
の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
年

　

金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

③
①
や
②
に
該
当
す
る
方
が
、
亡
く
な
ら

　

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご
遺
族
の
方

④
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方
で
、

　

①
～
③
と
同
じ
よ
う
に
年
金
額
が
増
え
る
方

■
問
い
合
わ
せ
先　

年
金
に
つ
い
て
詳

し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
と
き
は
、
鹿

屋
社
会
保
険
事
務
所
（
０
９
９
４
ー

42
ー

５
１
２
１
）
又
は
市
役
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市の人口　　11 月 30 日現在
人　口	 34、760 人	 	 （△ 9）
    男	 16、351 人	 	 （3）
    女	 18、409 人	 	 （△ 12）
転　入	 81 人	 　転　出	 　72 人
出　生	 24 人	 　死　亡	 　42 人
世帯数	 15、668 戸	 	 （4）

 志布志港　平成 20 年 10 月分

　①入港隻数	 	 51 隻
　　（日本 0、外国 51）
　②輸出	 11 億 02 百万円
　③輸入	 133 億 95 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
�！

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
�
�
�
�
�

忘れずに！
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納税相談について
　�������������������������������������������生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方など、本庁・
各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。
　���������������������������������������������特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、
やむなくあなたの財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督
促状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなけ
ればならない」と定められています。）
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今月の納税	 納付期限　2 月 2 日（月）　     口座振替日　1 月 26 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（9 期）　介護保険料（9 期）　後期高齢者医療保険料（9 期）　

年
金
受
給
者
の
た
め
の

所
得
税
の
確
定
申
告
説
明
会
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確
定
申

告
が
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
が
、
今
年
も

年
金
受
給
者
の
た
め
の
年
金
申
告
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
、
開
催
し
ま
す
。

　

１
月
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）
お
よ
び

２
月
２
日
（
月
）
の
３
日
間
は
、
大
隅
税

務
所
会
議
室
で
、
２
月
３
日
（
火
）
か
ら

２
月
６
日
（
金
）
ま
で
は
、
志
布
志
市
文

化
会
館
で
、、
午
前
９
時
半
か
ら
と
午
後
１

時
半
か
ら
の
２
回
ず
つ
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
申
告
説
明
会
の
対
象
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
開
催
の
ご
案
内
を
送
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
案
内
の
な

か
っ
た
方
で
も
、
説
明
を
お
聞
き
に
な
り

た
い
方
は
、
開
催
時
間
ま
で
に
、
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
で
は
、
申
告
書
等
の
作
成
指
導

を
行
い
ま
す
の
で
、申
告
に
必
要
な
書
類
、

印
鑑
、
筆
記
用
具
及
び
計
算
機
等
を
持
参

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付
け
て
電

子
申
告
す
る
と
、
最
高
５
０
０
０
円
ま
で

の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
隅
税
務
署
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
０
０
０
７

　
（
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い
ま
す
。）

■問い合わせ先　本庁税務課　℡474-1111（内線144・145）　松山支所市民課　℡487-2111（内線223）　志布志支所税務課　℡472-1111（内線231）
　　　　　　　　県税に関するものにつきましては、大隅地域振興局県税課（鹿屋）℡ 0994-43-3121 まで。

固
定
資
産
税
評
価
替
え
及
び

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

■
平
成
21
年
度
は
、

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
と
は
、
土

地
と
家
屋
に
つ
い
て
、
３
年
ご
と
に
評

価
額
を
見
直
す
制
度
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
度
評
価
替
え
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
課
税
を
行

う
こ
と
が
理
想
と
い
え
ま
す
が
、
膨
大

な
量
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
毎
年
度

評
価
を
見
直
す
こ
と
は
、
実
務
的
に
は

事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
課

税
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
徴
税
コ
ス
ト

を
最
小
に
抑
え
る
必
要
も
あ
る
こ
と

等
か
ら
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
原

則
と
し
て
３
年
間
評
価
額
を
据
え
置
く

制
度
、
言
い
か
え
れ
ば
、
３
年
毎
に
評

価
額
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
平
成
21
年
度
よ
り

　

土
地
の
評
価
方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

志
布
志
市
の
土
地
評
価
に
つ
い
て
は

路
線
価
方
式（
市
街
地
宅
地
評
価
法
）の

地
区
を
中
心
に
、
平
成
21
年
度
の
評
価

替
え
よ
り
、
評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化
、

公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

評
価
方
法
の
統
一
、
評
価
基
準
の
一
元

化
を
行
う
作
業
を
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
２
月

号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
平
成
21
年
度

　

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
に
、
平
成

20
年
12
月
に
「
平
成
21
年
度
償
却
資
産

申
告
書
」
等
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
（
償
却
資
産
）
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
税
法

第
３
８
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年

１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
お
け

る
所
有
状
況
を
１
月
31
日
（
土
・
日
・

祝
日
等
の
場
合
は
、
翌
開
庁
日
）
ま
で

に
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
１
５
４
～
１
５
６
）

●
松
山
支
所　

市
民
課
税
務
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１

（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

●
志
布
志
支
所　

税
務
課
税
務
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１

（
内
線
２
３
１
～
２
３
３
）
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『考えよう　税があなたに　役立つ場面』松山中学校 2 年　中村　晃也（税を考える週間　標語の部大隅税務署長賞）

今年度の滞納処分の
実施状況及び徴収対策取組について
１　平成２０年４月～１１月までの差押実施状況について
（１）差押えを実施した人数����� 　　��� 42 人
（２）差押えの内容について
　　　��������������������������������� ��������①給与　　7人�������������������������� ��������　　　����������������������� ��������②預貯金　　9人��������������� ��������　　　������������ ��������③不動産　　25 人�����������　　　��������④動　産　　1人

３　「タイヤロック装置」の導入について
　　市報しぶし　１２月号で掲載しておりますように、「タイヤロック装置」を
導入し、納税交渉、差押えを含め、各種財産についての厳格な滞納処分など、更
なる公平・適正な徴収対策を図ってまいります。

　�������������������������������������������市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っています。
　������������������������������������������特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以上のような厳格・公正な滞納処
分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

平成 21 年１月１日から、市税に係る延滞金及び還付加算金の割合が変わりました

　平成 21 年１月１日から市税に係る延滞金（納期限の翌日から１か月間にかかる部分）及び還付加算金の割合が、
次のように変わります。

　　　　　〔変更前〕　年４．７％　　→　　〔変更後〕　年４．５％
　この割合は、原則は年 7.3％ですが、地方税法の特例により、前年の 11 月 30 日を経過する時における商業手形
の基準割引率（従来の「公定歩合」）に年４％を加算して算出した割合と７．３％のいずれか低い方になります。
　なお、延滞金のうち１か月を経過した日以後にかかる部分の割合は、年 14.6％で変更がありません。
　税の公平性を保つため、延滞金は、地方税法によって定められています。納期限内の納付をお願いします。

市
税
等
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
税
等
の
口
座
振
替
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
ご
指
定
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
し
を
行
う
も
の
で
、
年
々
、

口
座
振
替
加
入
者
は
増
加
し
て
お
り
、
市
税
で
は

半
数
近
い
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
安
心
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

鹿
児
島
銀
行
・
南
日
本
銀
行
・
鹿
児
島
相
互

　

信
用
金
庫
・
九
州
労
働
金
庫
・
鹿
児
島
信
用

　

金
庫
・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合
・
そ
お
鹿
児

　

島
農
業
協
同
組
合
・
あ
お
ぞ
ら
農
業
協
同
組

　

合
・
宮
崎
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

■
振
替
日

　

納
期
月
の
25
日（
再
振
替
は
翌
月
の
10
日
）

※
振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
と
な

　

り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

右
の
金
融
機
関
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、
通
帳
・
通
帳
届
出
印
・
納
税
義
務
者
名
が

は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
（
通
知
書
等
）
を
お

持
ち
に
な
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
後
、
約
２
か
月
登
録

期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
手
続

き
は
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
あ
る
一
定
期
間
引
き
落
と
し
で
き
な

い
場
合
は
、
口
座
振
替
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
口
座
の

残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分
に
つ
い
て
は
、

　

個
人
分
と
は
別
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

２　インターネット公売の実施について
　ヤフー株式会社が運営しているインターネット公売オークションシステムを
利用した動産の公売（せり売）を次の日程で予定しています。
　（１）公売参加申込期間　１月   8 日（木）13 時～ 1月 19 日（月）17 時
　（２）入札期間　　　　　１月 23 日（金）13 時～１月 26 日（月）15 時
　（３）公売物件　　　　 　動産　３点
※インターネット公売に参加する場合には、事前に公売参加申込及び公売保証金の納付が必要です。
　必ず、インターネット公売のガイドライン等を確認してください。
※詳細につきましては市ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。



高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成20年10月分療養給付費等の状況です。

一 般 223,009,830 円
退 職 7,206,286 円
後期高齢者支援金 42,950,000 円
介 護 納 付 金 17,955,000 円
合 計 291,121,116 円
国保1人あたり平均 24,151 円
　この金額は、国民健康保険に加入してい
る皆さんが医療機関等で診療したものに対
し、市（国保）が支払った医療費です。
■負担内訳です。（一般分）

医 療 費 総 額 305,468,212 円
市（
国
保
）負
担

療 養 給 付 費 223,009,830 円
高 額 療 養 費 27,693,699 円
他 法 負 担 8,541,759 円

本 人 負 担 46,222,924 円
医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担しています。

　月の途中で 75 歳の誕生日を迎えて長寿医療制度に加入した場合、誕生月は「長寿医療制度」と「誕生日前の医
療保険」の 2つの制度に加入することになり、それぞれの制度の限度額まで医療機関等に一部負担額をお支払い
いただいておりました。　国の制度改正により平成 21 年 1月からは、それぞれの限度額を 2分の 1（世帯合算は
本来額のまま）にすることにより、75 歳の誕生月の医療機関等に支払う一部負担額が軽減されることとなります。

※ 75 歳の誕生日が月の初日（1日）の場合は、誕生月に加入してい
　る制度が長寿医療制度のみであり、負担は増加しないため対象外と
　なります。
※平成20年4月～12月に75歳になり長寿医療制度の被保険者となっ
　た方にも、該当すれば高額療養費の差額分を遡って支給することと
　しており、今後ご案内いたします。
※ 75 歳誕生日前に加入していた国保または被用者保険の高額療養費
　についても、該当すれば差額分を遡って支給することとなります。
■問い合わせ先
　市役所本庁保健課国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 123・125）
　志布志支所福祉課保健係　　　　　℡ 472-1111（内線 208）
　松山支所福祉課保健係　　　　　　℡ 487-2111（内線 273）

（例）限度額の区分が「一般」の方が、1月に 75 歳になった場合
　（※本人及び世帯の所得により限度額は異なります。）

【これまで】

長寿医療

国保または
被用者保険

限度額
44,400 円

限度額
44,400 円

限度額
44,400 円

44,400 円 88,800 円
負担が増加

1月 75 歳の誕生日 2月
①内科で 10 月 21 日から血液内科専門外来を始めました！
　平成 20 年 10 月に鹿屋医療センターで初めて血液内科
の診療を専門とする内科医が配置されました。
■担当医　日髙史郎副院長・内科部長
■診察日　毎週火曜日・木曜日

②産科医療補償制度※1が平成21年1月1日から始まりました！
　妊産婦の方は、出産のため入院される際には、入院手続
きとともに産科医療補償制度への登録手続きを行っていた
だきます。
■産科医療補償制度の概要
●趣旨　脳性麻痺児（先天性等の脳性麻痺は除く）が生ま
　　　　れた場合の無過失医療補償制度として国・関係団
　　　　体等で創設。
●補償金額
　一時金 1回 600 万円 +補償分割金 120 万円 / 年× 20 回
●掛金　1分娩当たり 30,000 円（出産費用として徴収）
※この制度の適用を受けた場合、市町村から支給される出
　産育児一時金は 38 万円となります。

③地域がん診療連携拠点病院（がん拠点病院）
　としての機能を強化します！
　1. 平成 20 年 2 月 8日に厚生労働大臣によりがん拠点病
　　院に指定されました。
　2. 診療部門（医師、看護師、薬剤師、管理栄養士等）は、
　　初期から末期までのがん患者さん方を対象にした心身
　　両面にわたる緩和ケア医療の充実・強化に取り組んで
　　います。
　3. 外科、放射線科及び婦人科は、抗がん剤を使用した外
　　来化学療法を実施しています。
　4. 放射線科では、大隅地域で唯一リニアックによる放射
　　線治療（外来治療可）が受けられます。
　5. 他の医療機関におけるがんの診断内容、治療法等につ
　　いてセカンド・オピニオン※2 を実施しています。
　6. マンモグラフィーによる乳がんの二次検診等も対応可
　　能です。
　7. がん相談支援センターを医療福祉相談室（1階売店隣）
　　に開設し、相談員ががんに関する疑問や心配事などの
　　相談に対応しています。

※ 1	 産科医療補償制度とは、分娩に関連して発症した脳性麻痺児（先天性等の脳性麻痺は除く）およびその家族	
	 の経済的負担を速やかに補償するとともに脳性麻痺発症の原因分析を行い、将来の脳性麻痺の予防に資する
	 情報を提供する制度です。
※ 2	 主治医を変えることではなく、患者さんが最善の治療が何か判断するために主治医以外の医師の意見を聴く
　	 ことがセカンド・オピニオンと呼ばれています。

出産育児一時金が変わります 
 『産科医療補償制度※1』が平成 21 年１月からスタートすることに伴い国民健康保険の被保険者が出産したと
きに受けられる出産育児一時金の支給額が、現行の 35 万円から 38 万円に引き上げられます。ただし『産科医
療補償制度※1』に加入している医療機関等で出産した場合に限ります。

平成 20 年 12 月 31 日まで　１児につき 35 万円 平成 21 年１月１日から�����������  　����������  　１児につき 38 万円

■問い合わせ先
●市役所������������������������������本庁保健課国民健康保険係　℡474-1111（内線123）�　
●松山支所福祉課保健係　　℡487-2111（内線287）���　　　●志布志支所福祉課保健係　℡ 472-1111（内線 208）

　県民健康プラザ鹿屋医療センターは、大隅地域の中核的な拠点病院として地域の医療機関と連
携しながら、高度・専門医療、二次救急医療等の急性期医療に鋭意取り組んでいます。

■電話による再診の予約について
　各診療科の（外来）診察日の 13:00 ～ 16:00の間に、各診療科の外来看護師に電話で再診予約（又は変更・取り消
し）の申し込みを行っていただくこととしています。
　なお、電話による初診の予約については対応しておりません。

※鹿屋医療センターの診療体制等に関する最新の情報は、下記のホームページにてご確認ください。
　ホームページ　http://www.pref.kagoshima.jp/hospital/kanoya/
■問い合わせ先　県民健康プラザ鹿屋医療センター　℡ 0994-42-5101（代表）
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【平成 21 年 1 月から】

長寿医療

国保または
被用者保険

限度額
22,200 円

限度額
22,200 円

44,400 円
負担が軽減

1月 75 歳の誕生日 2月

平成２１年１月から７５歳の誕生月の長寿医療制度及び医療保
険制度（国保・被用者保険）の自己負担限度額が軽減されます。鹿屋医療センターだより
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農業振興にあなたの大切な一票
農業委員会委員選挙は３月 15 日（日）です。
  任期満了による志布志市農業委員会委員選挙が平成 21 年３月 15 日に行われることになりました。
  この選挙は、農業振興の将来を決める大事な選挙です。自分の目で・耳で・心で確かめた良識と責任ある一票で、
豊かな農業を築きましょう。
■選挙の主な日程は、次のとおりです。
　●２月 19 日（木）　立候補予定者説明会（有明農村環境改善センター）
　●３月８日（日）　選挙告示、立候補の届出
　　　　　　　　　　（午前８時 30 分から午後５時まで有明農村環境改善センター）
　●３月９日（月）　期日前投票及び不在者投票開始
　●３月 15 日（日）　投票及び開票
■投票できる人
　農業委員会委員選挙人名簿に登録されている人
※選挙人名簿に登録されている人は、昨年の１月 10 日までに農業委員会に登録申請書を提出し、資格審査で「選挙
権あり」と判断された人です。
　今回の選挙に用いられる選挙人名簿は、平成 20 年３月 31 日に確定していますので、登録されていない人は投票
することはできません。また、選挙人名簿に登録されている人でもその後市外に転出した人は、投票できません。
■立候補予定者の説明会
　農業委員会委員選挙立候補予定者の説明会を 2月 19 日（木）、午前 10 時から市役所隣 有明農村環境改善センター
で行います。立候補を予定されている人又はその代理人は、印鑑持参の上、必ず出席してください。
■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会　℡ 474-1111（内線 233）
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縦
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。
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。
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付
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す
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病害虫のまん延防止にご協力ください。
沖縄・奄美・トカラ・小笠原には、さつまいもなどに被害を与える害虫が、また、沖縄・奄美の一部ではみかん類
に被害を与える病気が発生しています。これらの病害虫のまん延を防止するために、一部の植物は法律によって未
発生地域への持ち込みが規制されています。違反すると罰せられることがありますのでご注意ください。

発生地域から上記の持ち込めないものが届いたら、植物防疫所へ連絡してください。
　門司植物防疫所鹿児島支所志布志出張所　℡ 472-2491

発 生 地 域

沖縄県全域
奄美群島
トカラ列島
小笠原諸島

発 生 地 域

沖縄県全域

徳之島
沖永良部島
与論島

アリモドキゾウムシ イモゾウムシ サツマイモノメイガ ミカンキジラミ ゲッキツ

きんかん

グンバイヒルガオ

※喜界島はカンキツグリーニング病
　菌の緊急防除区域です。かんきつ
　等の苗木類は移動が禁止または制
　限されています。

注）みかん属、からたち属、きんかん属、ゲッキツの
　　苗木類は検査を受ければ持ち込めますが、検査に
　　長期間を要しますので、事前に最寄りの植物防疫
　　所へお問い合わせ下さい。

移 動 先 持ち込めないもの
　植　物 　害　虫

本　土

さつまいも（紅いも等）
ヨウサイ（エンサイ）
あさがお
ぐんばいひるがお
等の生茎葉及び地下部

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

移 動 先 持ち込めないもの
　植　物 　病　害　虫

本　土
小笠原諸島・トカラ列島

奄美群島

かんきつ 注）
ゲッキツ�������・������ゾウノリンゴ
サルカケミカン
等の苗木類
果実及び種子は除く

カンキツグリーニング病

ミカンキジラミ本土・小笠原諸島
トカラ列島・奄美大島
沖縄県全域・※喜界島

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

九州電力㈱志布志営業所　℡ 0120-986-811

●さつまいも加工品、熱帯果実などは自由に持ち込むことができます。



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。
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■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

心の健康づくりシンポジウム in Kanoya

　大隅半島は鹿児島県の中でも自殺率の高い地域です。心
の健康づくりの重要性や自殺の背景、自殺対策について総
合的にみんなで考えてみましょう。
　当日は個別に心や生活習慣病の健康相談も開催されます。
■日時　2月 21 日（土）
　　　　14 時～ 16 時（健康相談も同時間内です）
■場所　鹿屋商工会議所大ホール　　■参加費　無料

■内容
●特別講演　「ストレス対策とこころの健康づくり

　　　　～自殺対策の推進に向けて～」
　　（講師　鹿屋保健所長兼志布志保健所長　宇田英典）
●パネルディスカッション
　「自殺対策のために

　～職域と地域が一体となった自殺対策に向けて～」
 問い合わせ先　　
　鹿屋・肝属地域産業保健センター（森）
　　　　　　　　　　　  　℡ .Fax 0994-40-5441
　鹿屋保健所　　（宮地、藤崎）℡ 0994-43-3107
　志布志保健所　（室屋）　　　  ℡ 099-472-1021

韓国の大学生と交流してみませんか？

■マシッソヨ！韓国フェア
　韓国の大学生と交流を楽しみましょう！
■日時　2月 11 日（祝）13:00 ～ 16:00
■場所：カピックセンター、鹿屋市民族館
■内容
●韓国お好み焼き（チヂミ）交流会【要予約】参加費300円
　　14:00 ～ 15:00　50 人　　15:00 ～ 16:00　50 人
●韓国お雑煮（トック）　100 円 / 杯【100 食限定】
●韓国お菓子、お茶コーナー
●韓国の子供の遊び、民族衣装、楽器体験
●韓流サロン、ハングル講座
●クイズに答えてプレゼントをもらおう（先着 200 名様）
■ホームステイ ホストファミリー募集！
　ホームステイを通して韓国の大学生と交流しましょう！
■期間　2月 14 日～ 15 日（1泊 2日）
 申込・問い合わせ先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　e-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp
　http://www3.synapse.ne.jp/kapic/

育成資金の無利子貸付

　独立行政法人自動車事故対策機構では、自動車事故が原
因で死亡された方、または重度の後遺障害が残った方のお
子様に、育成資金の無利子貸付を行っています。
■対象者　0才から中学校卒業までのお子様
■申込者　そのお子様を扶養している保護者
■金額　はじめに一時金 155,000 円、貸付期間中毎月 2万
　　　　円、入学支度金（小、中学入学時）44,000 円
■期間　貸付が決定した月から中学卒業の月まで
■利子　無利子
■返還　割賦による無理のない20年以内の均等払いです。
■返還猶予　中学卒業後、高校、大学等に進学した場合に
　　　　　　は、在学期間は返還を猶予できます。
※自動車事故による重度の後遺障害には、介護料の支給制  
　度もあります。
 問い合わせ先　自動車事故対策機構 交通事故被害者ホットライン
  ℡ 0570-00738　ホームページ http://www.nasva.go.jp/
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平成 20 年度牧之原養護学校作品展

■日時場所
●牧之原養護学校体育館
　1月 21 日（水）・22 日（木）　	 9:00 ～ 16:00
　1 月 23 日（金）	 9:00 ～ 12:00
●国分シビックセンター市民ギャラリー　2月6日（金）～12日（木）
●鹿児島空港3階ギャラリー　　   3月2日（月）～31日（火）
■展示内容
●各教科、作業学習、自立活動、特別活動、総合的な学習
　の時間の作品や資料等
●学習活動が分かる作品、資料、写真、動作説明等
※その他、不明な点などありましたら問い合わせください。
 問い合わせ先　県立牧之原養護学校作品展係（野口）
　℡ 0995-56-2665　Fax 0995-56-1865

放送大学 4 月入学生募集！

　放送大学では平成 21 年度第 1学期（4月入学）の学生
を募集中です。
　放送大学はテレビやラジオの放送を利用して授業を行う
通信制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学など、
幅広い分野を学べます。キャリアアップのため、生涯学習
や退職後の生きがい作りとして、幅広い世代、職業の方が
学んでいます。資料を無料で差し上げています。お気軽に
お問い合わせください。
■募集期間　2月 28 日まで
 資料請求・問い合わせ先　放送大学鹿児島学習センター
　　℡ 099-239-3811 　URL=http://www.u-air.ac.jp

志布志都市計画区域見直しに係る地区説明会を開催します
　建設課都市政策推進室では，有明町通山地区の一部にお
いて検討している都市計画区域の指定に関する説明会を開
催します。
■日時　2月1日（日）　午前 10時～�　■場所　通山青少年館
 問合せ先　市役所建設課　都市政策推進室　都市計画係
　　　　 　℡ 474-1111（内線 452・453）

都城市郡医師会病院の電話番号変更について

　都城市郡医師会病院と都城救急医療センターの電話番号
につきましては、昭和 60 年 7 月の開設以来どちらも同じ
代表番号として使用していましたが、1月 15 日より別々
の電話番号になりましたので、ご案内いたします。
■医師会病院　新電話番号　℡ 0986-39-2322
●対応時間　昼間・夜間共に対応可能です。
■救急医療センター夜間専用電話番号
　　　　℡ 0986-39-1100（これまでと同じ電話番号です）
●対応時間　午後 7時～午前 7時
　　（この時間帯以外は音声案内となり通話はできません）

県有財産一般競争入札のお知らせ

　鹿児島県では、下記のとおり現在未利用で今後とも利用
計画のない県有財産の売却を一般競争入札により行いま
す。購入を希望される方は、ぜひご参加ください。
■志布志県営採穂円　物件 1
　●所在地　志布志市志布志町帖中原 12333-3
　●物件の種類　土地（地目：山林）　●面積　7,744㎡
■志布志県営採穂円　物件 2
　●所在地　志布志市志布志町帖中原 12357
　●物件の種類　土地（地目：畑）　　●面積　7,744㎡
■入札日時　2月 6日（13:30 ～）
　（申込は 2月 5日の午後 4時 30 分までにお願いします）
■入札申込先　森林整備課森林育成係
　　　　　　　〒 890-8577　鹿児島市鴨池新町 10-1
※入札希望者は、入札申込（地目が畑の物件は、各市の農
　業委員会から買受適格証明書の許可書の写しを添付する
　必要があります）が必要です。
 問い合わせ先　森林整備課森林育成係　℡ 099-286-3407
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１月
２月

18日 松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
25日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
１日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
８日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
11日 山口内科（内科） ℡473-1188
  松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
15日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
22日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001

１月・２月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

１月

２月■松山地区　
１ 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
２ 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
１ 月 13 日～１月 19 日	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 20 日～１月 26 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 27 日～２月 ２ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
２ 月 ３ 日～２月 ９ 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
２ 月 10 日～２月 16 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
２ 月 17 日～２月 23 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
１ 月 11 日～１月 17 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
１ 月 18 日～１月 24 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
１ 月 25 日～１月 31 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
２ 月 １ 日～２月 ７ 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
２ 月 ８ 日～２月 14 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
２ 月 15 日～２月 21 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008

水道修繕当番店

市 営 住 宅 空 き 家 情 報　　　　　　
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■松山団地　255 号室　2階建ての 1階の部屋です。	 ２ＤＫ　　家賃２０，０００円　※単身者向け・特賃住宅
■馬場団地　222 号室　簡易平屋建て。　　　　　　	 ３Ｋ　最低家賃１１，６００円　※家賃は所得に応じて変動
　※上記の住宅にはすべて所得制限があります。
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　　　℡ 474-1111（内線 467）
　●松山支所建設課管理係　　℡ 487-2111（内線 253）
　●志布志支所建設課管理係　℡ 472-1111（内線 401） 松山団地 馬場団地
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法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室要予約）※3
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター）
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

2/11/17

第7回B&G会長杯志布志市バドミントン大会
　　　　   （8:30～受付・志布志市有明総合体育館）

18

肺がん検診（松山）※1

2

19

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※2

東区ふれあい移動市長室
　　　　　（19:00～21:00 志布志地区公民館分室）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター）
1歳児歯科（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

3

20

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

4

21

1歳6か月児健康診査/麻疹風疹混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

5

22

6

7

劇団四季ファミリーミュージカル「むかしむかしゾウがきた」
　　　　　　   　（17:00開場 17：30開演）27㌻参照

建国記念の日

母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所福祉課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

8

9

(日)

10

(月)

11

(火)

12

第56回県下一周市郡対抗駅伝競走大会（鹿児島市）
 　　　　　　　　　　　　　　    ～18日（水）まで

13

14

みんなが主役の講演会（13:30～15:30 文化会館）

15

1歳児歯科（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

23

24

第22回県地区対抗女子駅伝競走大会（10:00～霧島市隼人・国分コース）25

肺がん検診（有明）※1
26

(土)

年金移動相談所開設（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）
志布志区ふれあい移動市長室
　　　　　（19:30～21:30 志布志地区公民館分室）
5歳児歯科健診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

27

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(土)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
2歳児・5歳児歯科健診（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所福祉課窓口）

28

29

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
30

31

日曜当番医は43ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(日)

(金)

(土)

(月)

(火)

(水)

(木)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1 場所時間の詳細は対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問合せください。
※2 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※3 法律相談は事前予約制になります。市役所総務課℡474-1111（内線224）までご連絡ください。

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
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